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はじめに

分析化学会九州支部は、 年（昭和 年） 月 日に行われた分析化学会の総会でその設立が承認さ

れ、 月 日に九州大学工学部講堂でその発会式が行われてから今年で 周年を迎えます。 年の 周

年記念式典から 年の節目として、ここに創立 周年記念会を行うこととし、過去 年間の本支部の活

動についてまとめることにしました。特に、本部行事としての日本分析化学会 第 年会、第 年会と第

回アジア分析化学会議（ ）、第 回分析化学討論会を本支部で開催しました。本支部

では、過去 年、若手育成のために恒例行事として 月に「九州分析化学若手の会 春の講演会」、 月の

「九州分析若手の会 夏季セミナー」を行ってきました。春の講演会と夏季セミナーは今年でそれぞれ

回、 回を迎えました。また、 つの化学関連学会九州支部で開催されている「化学関連支部合同大会」

も 回を迎えました。特に本年度は、本支部が実行委員会長を務め、 千名を超える参加となりました。

また、若手育成のための試みとしてさらに「九州分析化学奨励賞」を毎年授与しており、夏季セミナー

と合同大会においてポスター賞や若手賞の授与によって若手の啓発を行ってきました。支部のこれらの

活動は分析化学会の発展に寄与するともに九州支部の更なる発展へつながることを期待しております。

九州支部創立 周年記念事業委員会 （五十音順） 
井上 高教（大分大学工学部）

今坂 藤太郎（九州大学大学院工学研究院）

今任 稔彦（九州大学大学院工学研究院）

王子田 彰夫（九州大学大学院薬学研究院）

佐藤 しのぶ（九州工業大学大学院工学研究院）

末田 慎二（九州工業大学大学院情報工学研究院）

竹中 繁織（九州工業大学大学院工学研究院）

中野 幸二（九州大学大学院工学研究院）

満尾 良弘（日鉄住金テクノロジー株式会社）
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日本分析化学会九州支部創立 周年記念会プログラム

期日：平成 年 月 日 金 時 分より

会場：北九州国際会議場 国際会議室

第１部 記念式典 －

開式の辞

会長挨拶

幹事企業への感謝状贈呈

企業代表挨拶

支部長挨拶

閉会の辞

第２部 記念講演会 －

谷口 功先生（座長：今任 稔彦）

独 国立高専機構 理事長

生体分子の生物電気化学的解析のための機能電極とその応用

（座長：今坂 藤太郎）

（座長：山田 淳）

肥後 盛秀先生 （座長：竹中 繁織）

鹿児島大学

金属薄膜の形態制御と分析化学における利用に関する研究

閉会の挨拶

第３部 懇親会 －

会場：ステーションホテル小倉

〒 北九州市小倉北区浅野 丁目 番 号

 
 

 
 
 

Abstract 
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生体分子の生物電気化学的解析のための機能電極とその応用

 
谷口 功

（独）国立高等専門学校機構 理事長

本講演では演者の３５年間に渉る表面機能化電極の作製とその応用に関する典型的な成果について、

その概観をお話しします。主な話題として：１）シトクロムC、ミオグロビン、フェレドキシンなどの金

属タンパク質の直接電子移動のための機能電極の開発（今日、表面が関わる化学や技術分野で、広く用

いられている自己集積型単分子膜 (SAM) の活用を含む）。２）電極表面機能を理解するためのSAM修飾

電極の分子レベルでの表面構造の解明。３）表面修飾機能電極を用いた電気化学的手法による金属タン

パク質の生物学的機能の解明への応用。４）電極上での酵素の直接電子移動反応および非酵素系触媒電

極を用いた実用レベル（出力電流 > 10 mA/cm2 ；出力電力 > a few mW/cm2）の糖（グルコースや果糖

等）— 空気 生物燃料電池への応用例、５）機能修飾電極の安全管理や犯罪防止用電気化学センサへの応

用例から、特に金ナノ粒子担持カーボンファイバー電極を用いた電流応答型ビラン性物質センサ等への

応用を取り上げます。

略歴

1947 年 10 月奈良県生まれ。1970 年東京工業大学理工学部卒業。1975 年同

理工学研究科化学工学専攻博士課程修了（工学博士）。1977 年熊本大学工学部

助手、講師、助教授を経て 1990 年教授。2002 年 11 月より工学部長（３期）

を経て 2009 年 4 月熊本大学長 2015 年３月任期満了退任。2016 年 4 月（独）

国立高等専門学校機構・理事長、他に、熊本大学顧問、名誉教授、くまもと産

業支援財団名誉顧問、熊本県産業政策顧問など 
この間、1982~1983 年テキサス A&M 大学博士研究員、1997 年大阪大学タ

ンパク研教授（併任）、2000-2001 年分子科学研究所教授（併任）。 
学会関係では、（国内学会） 年日本化学会会理事、 年日

本分析化学会理事・副会長、 年電気化学会理事・副会長、 年日本ポーラログラ

フ学会会長、（国際学会） 年国際電気化学会・生物電気化学部会長 年同学会・

日本代表、 アメリカ電気化学会有機・生物電気化学部会部会長などを歴任．

他に、2006 年- 日本学術会議連携会員、 年文部科学省中央教育審議会大学分科

会委員、同大学教育部会副部会長、2011-2015 年国立大学協会理事、2013−2014 年同理事・副会長、

年大学コンソーシアム熊本会長、2015 年全国大学コンソーシアム協議会代表幹事、

2014-2015 年内閣府産業競争力会議新陳代謝イノベーション WG 委員、2015 年文部科学省・高等専

門学校の充実に関する協力者会議委員、2008- 加藤科学振興財団評議員、2015- 同学術委員会委員

長など。 
（受賞）1995 年日本化学会学術賞、 年電気化学会論文賞、 年同学会功績賞、 年日本

錯体化学会賞、 年日本ポーラログラフ学会志方国際メダル授賞、 年日本分析化学会・学会

賞、 年日本化学会フェロー など

専門は電気化学、特に、生物電気化学。趣味は旅行。 
  

Analytical detection of chemical species at surface modified electrodes
 

Jeong-Wook Oh, Yang-Rae Kim+ and Hasuck Kim*
Department of Chemistry, Seoul National University, Seoul 08826, Korea
+Department of Chemistry, Kwangwoon University, Seoul 01897, Korea

*Department of Energy Systems, DGIST, Daegu 49288, Korea
 

Detecting trace amount of ions or molecules is important in many areas such as medicine, chemistry, 
biology, and environmental applications for life and environment. Various electrochemical methods for 
selectively sensing of chemical species are demonstrated, that are based on selective interactions between 
target species and surface treated electrode.  

First example is based on electrostatic interaction, negatively charged multi-walled carbon nanotubes 
(MWCNTs) were prepared using simple sonication technique with citric acid (CA) for the electrochemical 
detection of dopamine (DA). For comparison, positively charged polyethyleneimine (PEI)/MWCNT/GC 
electrode and pristine MWCNT/GC electrode were also prepared. The negatively charged CA/MWCNT/GC 
electrode remarkably enhance the electrochemical sensitivity and selectivity towards DA, showing the 
linear relationship in the range of 10–1000 nM even in the presence of 105 times concentrated AA, which 
is attributed to electrostatic interaction addition to catalytic behavior of MWCNT. The limit of detection 
(LOD) value of 4.2 nM for DA at CA/MWCNT/GC electrode is one of the lowest values and is low enough 
for the early diagnosis of neurological disorder in the presence of physiological AA concentration (~0.5 
mM).1 

Second example is based on the complex formation. A multisignaling assay for the selective detection of 
Fe3+ ions with a cruciform-shaped alkynyl pyrene bearing four peripheral N, N-dimethyl ethynyl aniline 
units. Upon exposure to various metal ions, only Fe3+ showed significant changes in the optical, 
electrochemical and electrochemiluminescent behavior of the ligand.2 Complexation is due to the 
coordination of Fe3+ ions to the N-atoms of the peripheral N, N-dimethyl aniline DMA moieties in a 1:2 
complex mode. The compatibility of the ligands with multiple tools gives a clear analytical advantage, 
facilitating consistently accurate results.  

Details and other interaction based methods will be discussed. 
1) Oh, J. et al., Talanta, 147 (2016) 453-459.

2) Oh, J. et al., Sensors and Actuators B: Chemical 177 (2013) 813-817.
 
Hasuck Kim 
Professor, PhD. 
Department of Energy Systems Engineering, 
Daegu Gyeongbuk Institute of Science and Technology (DGIST),  
Daegu 49288 Korea 
E-mail: hasuckim@snu.ac.kr 
Personal History 

1967        BS Seoul National University, Seoul, Korea 
1970 MS University of Illinois at Urbana-Champaign, USA 
1973 PhD University of Illinois at Urbana-Champaign, IL, USA 
1988-1989 Visiting professor, Caltech, CA, USA 
1977-2010 Professor, Seoul National University, Seoul, Korea 
2010- Present Chair Professor, Daegu Institute of Science and Technology (DGIST), Korea 
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Nanofluidics based bioanalysis

Xing-Hua Xia*, Zeng-Qiang Wu, Chen Wang, Jin-Yi Li and Zhong-Qiu Li

State Key Lab of Analytical Chemistry for Life Science, School of Chemistry and Chemical Engineering, 

Nanjing University, Nanjing 210093, China

 

Keywords: nanofluidics; rectification; mass transport; bioanalysis 
Abstract: With the development of microfluidics, a new research area called nanofluidics appears. As the 
channel size deceases from micrometer scale to nanometer size, especially to the size of electric double 
layer thickness, the surface properties of the nanochannels become the prominent in determining the 
mass transport behavior. Thus, understanding of these surface properties of nanochannels on the mass 
transport behavior will help us to exploit the interesting application of the nanofluidics in bioanalysis. 

 This talk will start with introduction of fabrication methods including electric breakdown, UV-ablation 
and electrochemical anodization developed in our group.1 The mass transport behavior through the 
nanochannels are then studied in detail.2,3 Our results show that the surface charges play a determining 
role besides the channel size, especially when the channel size is approximately close to the electric double 
layer thickness. As the nanochannel surface is negatively charged, anions will be accumulated in front of 
the channel, while cations can easily pass through. Based on this unique phenomenon, biomolecules 
carrying different charges can be easily separated and label-free DNA assays are developed.4-10 High 
efficient ionic current rectifiers can be constructed based on rational design of nanostructures. In addition, 
rapid protein concentration, efficient florescence labeling and purification can be achieved on a 
micro/nanofluidics chip. Our results demonstrate the micro/nano-fluidics devices are promising platform 
for bioanalysis. 
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1. W. Chen, J.S. Wu and X.H. Xia, ACS Nano 2008, 2, 959.  
2. W. Chen, X.H. Xia et al, Angew. Chem. Int. Ed. 2010, 49, 7943.  
3. C.Y. Li, X.H. Xia et al, Adv. Funct. Mater. 2013, 23, 3836.  
4. S.J. Li, X.H. Xia et al, ACS Nano 2010, 4, 6417.  
5. C. Wang, X.H. Xia et al, Lab Chip 2013, 13, 1546.  
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8. C.Y. Li, X.H. Xia et al, Anal. Chem. 2015, 87, 8194. 
9. H.S. Wang, X.H. Xia et al, Anal. Chem. 2015, 87, 6828. 
10. C. Wang, X.H. Xia et al, ACS Appl. Mater. Interfaces 2015, 7, 6835. 
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真空蒸着により作製した金，銀，銅，アルミニウムなどの金属薄膜の表面科学と，これらの金属薄膜を用い

た新しい表面プラズモン共鳴(SPR)センサーの研究成果について講演する．
金属／絶縁層／金属(MIM)構造の接合に液体ヘリウム温度 4.2 K において流れるトンネル電流を解析する

非弾性電子トンネル分光法(IETS)を用いて，アルミナとマグネシアの表面に単分子層で存在する化学種につい
て原子・分子レベルでの状態分析を行い，金属酸化物上での表面反応に関する情報を得た．また数ナノメート
ルの厚さのシリコン薄膜やゲルマニウム薄膜の構造とその水素化物生成に関する研究を行い，半導体関連分野
における新たな知見を得た 1)． 

マイカ基板上に作製温度を制御して真空蒸着した各種金属薄膜の原子間力顕微鏡(AFM)による形態観察の
結果，原子レベルで平坦な表面から表面積の大きな粗い表面まで作製することができた．原子レベルで平坦な
表面のアルミニウム薄膜上の吸着種の表面分析において，Ｘ線光電子分光法(XPS)，反射赤外分光法(IRAS)，
AFM の基板として有用なことを実証した 2)． 

直径 0.2 mm の光ファイバーのコアを露出させ，その半周面に金，銀，銅，アルミニウムを蒸着した小型
SPR センサー素子を作製し，He−Ne レーザー(632.8 nm)を光源として，液体試料の屈折率に応答する新規セ
ンサー装置を開発した．さらに発光ダイオード(LED)を光源とし，フォトダイオード(PD)を検出器とする測定
装置の小型化をはかると共に，波長の異なる LED (563～940 nm)を用いることによって，センサーの応答特
性を制御できるようになった．直径 2 mm の金蒸着ガラス棒 SPR センサーにおいて，そのセンサーの応答特
性を 3 層フレネル式を用いて，金薄膜の膜厚分布と LED の波長と強度の放射角度分布を考慮することにより
評価した．LED (654 nm)の発光強度を参照信号とし，これで応答強度を補正することにより感度を約 4 倍向
上させ，10－5オーダーの屈折率変化の高感度分析を可能にした 3)． 

ポリエチレングリコール(PEG)鎖を持つ親水性のアルキルチオールを金表面に吸着させて空隙層を形成さ
せ，その上からテフロン（AF1600, AF2400）膜層を構築することにより，センサーの感度を落とさずに二価
以上のアルコールを排除し，一価のアルコールのみに選択的に応答するセンサーを開発した．このセンサーを
用いて日本酒やワイン中の糖や有機酸などの共存物を排除し，エタノールの濃度のみを 1 度以下の精度で選択
的に測定することができた．また車のエンジンオイルに溶け込むガソリンについても 2％の精度で測定するこ
とができた．これらの結果から，本研究において開発したテフロン被覆金蒸着光ファイバー・ガラス棒 SPR
センサーは，分離と検出の機能を併せ持つ新規の小型 SPR センサーであることを実証した 4)．  
1) 分析化学, 50, 637 (2001); 色材, 81, 294 (2008); 色材, 83, 300 (2010). 
2) Journal of Physical Chemistry B, 107, 5871 (2003); Applied Surface Science, 252, 5083 (2006);  

2008 年 10 月 10 日登録, 特許第 4195928 号; 2015 年 2 月 13 日登録, 特許第 5692726 号. 
3) 2007 年 8 月 3 日登録, 特許第 3991072 号; 分析化学, 61, 999 (2012); 分析化学, 65, 379 (2016). 
4) 2012 年 6 月 15 日登録, 特許第 5013429 号; 分析化学, 63, 365 (2014); Progress in Organic 
 Coatings, 79, 62 (2015); Progress in Organic Coatings, 91, 33 (2016).  
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Nanofluidics based bioanalysis

Xing-Hua Xia*, Zeng-Qiang Wu, Chen Wang, Jin-Yi Li and Zhong-Qiu Li
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Keywords: nanofluidics; rectification; mass transport; bioanalysis 
Abstract: With the development of microfluidics, a new research area called nanofluidics appears. As the 
channel size deceases from micrometer scale to nanometer size, especially to the size of electric double 
layer thickness, the surface properties of the nanochannels become the prominent in determining the 
mass transport behavior. Thus, understanding of these surface properties of nanochannels on the mass 
transport behavior will help us to exploit the interesting application of the nanofluidics in bioanalysis. 

 This talk will start with introduction of fabrication methods including electric breakdown, UV-ablation 
and electrochemical anodization developed in our group.1 The mass transport behavior through the 
nanochannels are then studied in detail.2,3 Our results show that the surface charges play a determining 
role besides the channel size, especially when the channel size is approximately close to the electric double 
layer thickness. As the nanochannel surface is negatively charged, anions will be accumulated in front of 
the channel, while cations can easily pass through. Based on this unique phenomenon, biomolecules 
carrying different charges can be easily separated and label-free DNA assays are developed.4-10 High 
efficient ionic current rectifiers can be constructed based on rational design of nanostructures. In addition, 
rapid protein concentration, efficient florescence labeling and purification can be achieved on a 
micro/nanofluidics chip. Our results demonstrate the micro/nano-fluidics devices are promising platform 
for bioanalysis. 
Reference 
1. W. Chen, J.S. Wu and X.H. Xia, ACS Nano 2008, 2, 959.  
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真空蒸着により作製した金，銀，銅，アルミニウムなどの金属薄膜の表面科学と，これらの金属薄膜を用い

た新しい表面プラズモン共鳴(SPR)センサーの研究成果について講演する．
金属／絶縁層／金属(MIM)構造の接合に液体ヘリウム温度 4.2 K において流れるトンネル電流を解析する

非弾性電子トンネル分光法(IETS)を用いて，アルミナとマグネシアの表面に単分子層で存在する化学種につい
て原子・分子レベルでの状態分析を行い，金属酸化物上での表面反応に関する情報を得た．また数ナノメート
ルの厚さのシリコン薄膜やゲルマニウム薄膜の構造とその水素化物生成に関する研究を行い，半導体関連分野
における新たな知見を得た 1)． 

マイカ基板上に作製温度を制御して真空蒸着した各種金属薄膜の原子間力顕微鏡(AFM)による形態観察の
結果，原子レベルで平坦な表面から表面積の大きな粗い表面まで作製することができた．原子レベルで平坦な
表面のアルミニウム薄膜上の吸着種の表面分析において，Ｘ線光電子分光法(XPS)，反射赤外分光法(IRAS)，
AFM の基板として有用なことを実証した 2)． 

直径 0.2 mm の光ファイバーのコアを露出させ，その半周面に金，銀，銅，アルミニウムを蒸着した小型
SPR センサー素子を作製し，He−Ne レーザー(632.8 nm)を光源として，液体試料の屈折率に応答する新規セ
ンサー装置を開発した．さらに発光ダイオード(LED)を光源とし，フォトダイオード(PD)を検出器とする測定
装置の小型化をはかると共に，波長の異なる LED (563～940 nm)を用いることによって，センサーの応答特
性を制御できるようになった．直径 2 mm の金蒸着ガラス棒 SPR センサーにおいて，そのセンサーの応答特
性を 3 層フレネル式を用いて，金薄膜の膜厚分布と LED の波長と強度の放射角度分布を考慮することにより
評価した．LED (654 nm)の発光強度を参照信号とし，これで応答強度を補正することにより感度を約 4 倍向
上させ，10－5オーダーの屈折率変化の高感度分析を可能にした 3)． 

ポリエチレングリコール(PEG)鎖を持つ親水性のアルキルチオールを金表面に吸着させて空隙層を形成さ
せ，その上からテフロン（AF1600, AF2400）膜層を構築することにより，センサーの感度を落とさずに二価
以上のアルコールを排除し，一価のアルコールのみに選択的に応答するセンサーを開発した．このセンサーを
用いて日本酒やワイン中の糖や有機酸などの共存物を排除し，エタノールの濃度のみを 1 度以下の精度で選択
的に測定することができた．また車のエンジンオイルに溶け込むガソリンについても 2％の精度で測定するこ
とができた．これらの結果から，本研究において開発したテフロン被覆金蒸着光ファイバー・ガラス棒 SPR
センサーは，分離と検出の機能を併せ持つ新規の小型 SPR センサーであることを実証した 4)．  
1) 分析化学, 50, 637 (2001); 色材, 81, 294 (2008); 色材, 83, 300 (2010). 
2) Journal of Physical Chemistry B, 107, 5871 (2003); Applied Surface Science, 252, 5083 (2006);  
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 Coatings, 79, 62 (2015); Progress in Organic Coatings, 91, 33 (2016).  

 
肥後 盛秀

教授（工学博士）

鹿児島大学大学院 理工学研究科 化学生命・化学工学専攻

〒890-0065 鹿児島市郡元 1-21-40, E-mail: higo@apc.kagoshima-u.ac.jp 
略歴

1977 年 3 月 九州大学工学部 応用化学科卒業 
1979 年 3 月 九州大学大学院 工学研究科 応用化学専攻修了 
1979 年 4 月 九州大学助手 大学院総合理工学研究科 分子工学専攻 

  1980 年 10 月 鹿児島大学助手 工学部 共通講座 
1984 年 8 月 鹿児島大学助教授 工学部 共通講座 
1995 年 10 月 文部省在外研究員 米国ワシントン州立大学 化学科（10 ヵ月） 
2001 年 2 月 鹿児島大学教授 工学部 応用化学工学科 
2009 年 4 月 現所属に改組 

－ 7－



 
 
 

祝辞
 
 
 
  

－ 8－



 
 
 

祝辞
 
 
 
  

－ 9－



九州支部 周年を祝して

日本分析化学会会長 鈴木孝治 
 

九州支部は 1957 年（昭和 32 年）に設立した支部であり、本年 2016 年に 60 周年を迎えました。この

歴史ある支部および支部会員各位に敬意を表します。支部創立 60 周年誠におめでとうございます。 
日本分析化学会は 1952 年（昭和 27 年）に設立し、その５年後に九州支部が４番目の支部として発足

しています。九州はもともと産業に強く、支部発足も産学連携の機運からと伺っております。このため、

これまでに産学が連携した会員活動を多数行っているほか、東アジアを代表する台湾、韓国、中国にも

近いことから国際会議も積極的に行っております。また支部の活動として、分析化学講習会や若手の会、

講演会など会員各位のための重要な学術活動を毎年行っており、支部活動の活発さが分かります。 
近年の主な支部活動でとしては、2008 年に日本分析化学第 57 年会を福岡大学の脇田久伸教授が実行

委員長として行い、2012 年には鹿児島大学にて肥後盛秀教授が実行委員長として第 72 回分析化学討論

会を行いました。また、国際会議としては、Asianalysis Ⅻを 2013 年に九州大学で今坂藤太郎教授や佐

藤博教授をオーガナイザーとして行っております。さらに一番記憶に新しいところでは、日本分析化学

会第 64 年会が実行委員長の山田淳教授のもとで 2015 年に九州大学の新しいキャンパス（伊都キャンパ

ス）にて盛大に行われました。その他にも恒例行事の九州分析化学若手の会の講演会および夏期セミナ

ー、また化学連合支部合同大会や様々な講演会を多々行っております。このように九州支部がもつポテ

ンシャルを最大限に活かした支部事業は支部活動の規範なるものです。 
近年アジアを中心とする世界情勢はますます活発化しており、東アジア地域に最も近い地の利を活か

した九州支部の学会活動の国際貢献への広がりも大いに期待しております。ここに長い歴史をもつ九州

支部の 60 周年記念を皆様と共に祝い、今後ますますのご活躍を祈念いたします。 

分析化学会九州支部 周年に寄せて

北海道支部長 加藤昌子（北海道大学）

このたびは日本分析化学会九州支部６０周年、おめでとうございます。記念行事の充実した素晴

らしいプログラムを拝見し、関係者の皆様のご努力に敬意を表するとともに、北海道支部を代表し

て心よりお祝い申し上げます。北海道支部は、分析化学会の７つの支部のうち最も小さく、九州支

部の皆様には日頃よりいろいろご教示、ご支援いただいていること感謝申し上げます。北海道支部

にとって九州支部はちょうど兄貴分といったところでしょうか。このたびの貴支部の６０周年記念

行事のことをお聞きして、そういえば北海道支部も来年６０年になるね、と思い出しているところ

です。毎年行われています年会および討論会も、九州支部の後に北海道支部が担当するのが長年続

いている流れとなっております。今年の９月に札幌（北海道大学）で開催されました第６６年会も、

昨年の九州大学で行われました第６５年会から引き継ぎ、無事実施することができました。また、

近年は「若手交流の会」が開催され、北海道と九州支部の若手会員が行き来することでより親密な

交流が進んでいるようです。学生さんや若手研究者がじっくりと研究や人生について語り合える場

を積極的に作っていくことは、若手育成のためにも大変重要と考えます。日本の両端にある両支部

が今後も協力してますます交流が進みます事を期待しております。

九州支部に期待しています

東北支部長 末永智一 （東北大学） 
 
日本分析化学会九州支部創立６０周年，おめでとうございます． 

日本分析化学会には７つの支部がありますが，九州支部と東北支部は同じような問題や課題を抱

えていると考えます．東北支部は担当する地域が広く，経済的，時間的制約から活動に制限を受け

ています．また，高等教育機関で学んだ学生の多くは，関東，中京，近畿圏の企業に就職し，地元

に優秀な学生が定着しにくいという現状があります．産業構造に違いはありますが，基本的には九

州支部も似た状況と思います．人材供給という観点では，東北支部や九州支部は日本の産業に大き

く貢献していますが，いろいろな問題を抱えた日本が元気になるためには，地方が飛躍しなければ

なりません．中央にはない独自の視点でユニークな学術や産業を創成するためには，支部にも広い

視野での分析力が必要となり，単に“ものを測る”だけでなく，“社会も測る”ことが求められます．

そのためには，支部だけではできることに限界がありますので，支部間の連携が重要になります．

東北支部は地に足を着けた活動を続けていきますが，地方の活性化にはロシア，北東中国等との国

際連携も必要となってくると考えております．この点で，韓国，中国，東南アジア諸国との交流を

進め，いろいろのノウハウをお持ちの九州支部のサポートを期待しております．これからも緊密な

連携をお願いいたします． 
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九州支部 周年を祝して

日本分析化学会会長 鈴木孝治 
 

九州支部は 1957 年（昭和 32 年）に設立した支部であり、本年 2016 年に 60 周年を迎えました。この

歴史ある支部および支部会員各位に敬意を表します。支部創立 60 周年誠におめでとうございます。 
日本分析化学会は 1952 年（昭和 27 年）に設立し、その５年後に九州支部が４番目の支部として発足

しています。九州はもともと産業に強く、支部発足も産学連携の機運からと伺っております。このため、

これまでに産学が連携した会員活動を多数行っているほか、東アジアを代表する台湾、韓国、中国にも

近いことから国際会議も積極的に行っております。また支部の活動として、分析化学講習会や若手の会、

講演会など会員各位のための重要な学術活動を毎年行っており、支部活動の活発さが分かります。 
近年の主な支部活動でとしては、2008 年に日本分析化学第 57 年会を福岡大学の脇田久伸教授が実行

委員長として行い、2012 年には鹿児島大学にて肥後盛秀教授が実行委員長として第 72 回分析化学討論

会を行いました。また、国際会議としては、Asianalysis Ⅻを 2013 年に九州大学で今坂藤太郎教授や佐

藤博教授をオーガナイザーとして行っております。さらに一番記憶に新しいところでは、日本分析化学

会第 64 年会が実行委員長の山田淳教授のもとで 2015 年に九州大学の新しいキャンパス（伊都キャンパ

ス）にて盛大に行われました。その他にも恒例行事の九州分析化学若手の会の講演会および夏期セミナ

ー、また化学連合支部合同大会や様々な講演会を多々行っております。このように九州支部がもつポテ

ンシャルを最大限に活かした支部事業は支部活動の規範なるものです。 
近年アジアを中心とする世界情勢はますます活発化しており、東アジア地域に最も近い地の利を活か

した九州支部の学会活動の国際貢献への広がりも大いに期待しております。ここに長い歴史をもつ九州

支部の 60 周年記念を皆様と共に祝い、今後ますますのご活躍を祈念いたします。 

分析化学会九州支部 周年に寄せて

北海道支部長 加藤昌子（北海道大学）

このたびは日本分析化学会九州支部６０周年、おめでとうございます。記念行事の充実した素晴

らしいプログラムを拝見し、関係者の皆様のご努力に敬意を表するとともに、北海道支部を代表し

て心よりお祝い申し上げます。北海道支部は、分析化学会の７つの支部のうち最も小さく、九州支

部の皆様には日頃よりいろいろご教示、ご支援いただいていること感謝申し上げます。北海道支部

にとって九州支部はちょうど兄貴分といったところでしょうか。このたびの貴支部の６０周年記念

行事のことをお聞きして、そういえば北海道支部も来年６０年になるね、と思い出しているところ

です。毎年行われています年会および討論会も、九州支部の後に北海道支部が担当するのが長年続

いている流れとなっております。今年の９月に札幌（北海道大学）で開催されました第６６年会も、

昨年の九州大学で行われました第６５年会から引き継ぎ、無事実施することができました。また、

近年は「若手交流の会」が開催され、北海道と九州支部の若手会員が行き来することでより親密な

交流が進んでいるようです。学生さんや若手研究者がじっくりと研究や人生について語り合える場

を積極的に作っていくことは、若手育成のためにも大変重要と考えます。日本の両端にある両支部

が今後も協力してますます交流が進みます事を期待しております。

九州支部に期待しています

東北支部長 末永智一 （東北大学） 
 
日本分析化学会九州支部創立６０周年，おめでとうございます． 

日本分析化学会には７つの支部がありますが，九州支部と東北支部は同じような問題や課題を抱

えていると考えます．東北支部は担当する地域が広く，経済的，時間的制約から活動に制限を受け

ています．また，高等教育機関で学んだ学生の多くは，関東，中京，近畿圏の企業に就職し，地元

に優秀な学生が定着しにくいという現状があります．産業構造に違いはありますが，基本的には九

州支部も似た状況と思います．人材供給という観点では，東北支部や九州支部は日本の産業に大き

く貢献していますが，いろいろな問題を抱えた日本が元気になるためには，地方が飛躍しなければ

なりません．中央にはない独自の視点でユニークな学術や産業を創成するためには，支部にも広い

視野での分析力が必要となり，単に“ものを測る”だけでなく，“社会も測る”ことが求められます．

そのためには，支部だけではできることに限界がありますので，支部間の連携が重要になります．

東北支部は地に足を着けた活動を続けていきますが，地方の活性化にはロシア，北東中国等との国

際連携も必要となってくると考えております．この点で，韓国，中国，東南アジア諸国との交流を

進め，いろいろのノウハウをお持ちの九州支部のサポートを期待しております．これからも緊密な

連携をお願いいたします． 
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分析化学会九州支部 周年 祝辞

中部支部支部長 小谷 明 （金沢大学） 

日本分析化学会九州支部がこのたび、人間に喩えますなら還暦に当たる創立 周年の嘉日をお迎

えになりますこと、日本分析化学会中部支部を代表して お祝いを申し上げます。

九州支部は中部支部より２年先輩にあたり、関東、近畿同様日本の分析化学の興隆の一端を担わ

れ、輝く歴史を有してこられました。近年は、日本分析化学会の年会・討論会は言うに及ばず国際

学会の開催等、九州分析ここにありと高いアクティビティを示してこられました。熊本地震で大き

な被害を受けながらも高い活動を維持しておられます努力には本当に頭が下がる思いです。九州支

部がこれからも日本の分析化学の発展・展開に力を注ぎ、九州分析の力を遺憾なく発揮・活躍され

ることを期待申し上げます。

今日までの皆様の孜々たる精進に改めて敬意を表しますとともに、九州支部での分析化学研究の

さらなる拡充、発展をお祈りし、わたくしからの祝辞とさせていただきます。 
 

九州支部創立 周年をお慶び申し上げます
中国四国支部長 田中 秀治（徳島大学） 

 
日本分析化学会九州支部におかれましては，創立 周年を迎えられ，誠におめでとうございます。

分析化学の教育・研究の発展に対する貴支部および会員の皆様の長年に亘る多大なご尽力とご貢献

に対し，深く敬意と感謝の意を申し上げます。

私ごとで恐縮ですが， 歳のときに高校の修学旅行で初めて九州を訪れ，阿蘇山，霧島，桜島な

どを巡ったときに受けた強烈な感動は，今でも忘れることができません。生まれ育った大阪とは次

元の異なる雄大さに圧倒され，原色に近い想い出とともに，長く憧れの地になりました。「毎日，霧

島連峰を見て暮らしたい」というような儚い夢は叶いそうもありませんが，隣の中国四国支部に属

する徳島大学に職を得て，鹿児島（菱刈町）出身の両親をもつ女性と結婚し，最近では次男が九州

の大学に進学しましたので，九州をより身近なものとして感じられるようになりました。本年 月，

熊本を中心に震度 の巨大地震が立て続けに発生し，尋常ではない余震が続きました。つい最近で

は，阿蘇山中岳が 年ぶりに爆発的に噴火しました。これら天災による甚大な被害に対し，胸が痛

みました。心よりお見舞い申し上げますとともに，一刻も早い復旧をお祈り申し上げます。

九州の景観と同じく，九州出身の分析化学者にはスケールの大きさを感じています。私の専門で

あるフロー分析やその関連分野でも，活躍されている先生には九州出身の方が多く，尊敬の念を抱

いてまいりました。教育の分野でも，日本分析化学会九州支部編「機器分析入門」（南江堂）には，

機器分析学の講義を担当するにあたって最もお世話になりました。私にとっては長く機器分析学の

バイブルでした。九州支部の先生方の を感じさせる良書でしたが，最近は改訂されていな

いようです。ぜひ，現九州支部の力を結集し，より なものにしていただきたいと願って

います。

平成 年に博多から鹿児島中央までの九州新幹線が全通し，長崎への工事も進められるなど，九

州はさらなる発展の可能性を有しています。山深く交通が不便な四国にいる身としては，うらやま

しい限りです。貴支部におかれましては，今後も西の雄として，我が国の分析化学の教育と研究を

先導なさいますよう，隣の支部同士としてご交誼いただきますよう，お願い申し上げます。貴支部

と会員の皆様の益々のご発展をお祈りいたします。

九州支部創立 周年おめでとうございます

近畿支部長 前田耕治（京都工芸繊維大学） 
 

九州支部の会員、役員、関係者の皆さま、支部創立 60 周年を迎えられたこと、心よりお慶び申し

上げます。近畿支部、東北支部、関東支部についで、1957 年に九州支部が設立されて以来、広範な

専門分野で学界を先導する研究者、技術者を輩出し続ける、貴支部のアクティヴィティの高さに敬

意を表します。九州 8 県がそれぞれに特色を出しながら互いに切磋琢磨する、その結束の強さにも

感服いたします。10 年ほど前に、吉留俊史先生のお声掛けで、霧島で開かれた若手の会夏季セミナ

ーに講師として招いていただいた際は、あの広い九州一円から、200 人近い教員、学生が集結し活

発に議論する光景に圧倒され、夜は吉村和久先生や石黒慎一先生をはじめとしたベテランの先生方

の車座に入れていただき学究的な雰囲気で懇談させていただいたことを思い出します。 
私自身の狭い関わりで恐縮ですが、学生時代に、上野景平先生のキレートの教科書で、分析化学

が化学の各分野の総合であることを実感させていただきました。溶媒抽出から電気分析へと研究が

移っていく過程では、鎌田薩男先生、高木誠先生、石橋信彦先生、谷口功先生をはじめとした貴支

部の多数の先生方に、年会、討論会で厳しい質問や励ましの言葉をいただきました。最近では、Anal. 
Sci. の編集委員会で、委員長の今坂藤太郎先生にリードしていただきました。概して、九州支部の

先生方は、気骨がありながらも大らかで優しく接していただける印象を強く受けました。今後とも、

九州支部の団結と特色を発揮しながら、分析化学会全体の発展、後進の育成に寄与していただける

ことを祈念して、お祝いの言葉とさせていただきます。 
 

分析化学会九州支部 周年を祝して

関東支部長 金澤秀子 （慶應義塾大学） 
 
この度，分析化学会九州支部が創立 60 周年を迎えられましたことに対し，心からお祝い申し上げ

ます。 
貴支部は，長年に亘って分析化学の進歩・発展に尽力されてまいりました。講習会なども活発に

行われ，また昨年の日本分析化学会第 64 年会（九州大学伊都キャンパス，山田 淳 実行委員長）

を支部一丸となって盛会に開催されましたことは記憶に新しいことです。また 2013 年には，国際会

議である第 12 回アジア分析化学会議（Asianalysis XII）を開催され大変盛会であり，私自身

International Advisory Board Member として参加させて頂きましたので，大変印象深いものとな

りました。第 72 回 分析化学討論会（鹿児島大学）では，桜島を見て感動したこと，噴火に驚いた

ことを覚えております。このように貴支部での学会は，九州支部以外の多くの会員にとっても大変

有意義なものとなっています。これも貴支部の皆様のご尽力の賜物と衷心から敬意を表します。 今
後も分析化学会九州支部がますます活発な御活動を続けられ，一層の発展を遂げられることを祈念

致しまして，創立 60 周年のお祝いの言葉とさせて頂きます。
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分析化学会九州支部 周年 祝辞

中部支部支部長 小谷 明 （金沢大学） 

日本分析化学会九州支部がこのたび、人間に喩えますなら還暦に当たる創立 周年の嘉日をお迎

えになりますこと、日本分析化学会中部支部を代表して お祝いを申し上げます。

九州支部は中部支部より２年先輩にあたり、関東、近畿同様日本の分析化学の興隆の一端を担わ

れ、輝く歴史を有してこられました。近年は、日本分析化学会の年会・討論会は言うに及ばず国際

学会の開催等、九州分析ここにありと高いアクティビティを示してこられました。熊本地震で大き

な被害を受けながらも高い活動を維持しておられます努力には本当に頭が下がる思いです。九州支

部がこれからも日本の分析化学の発展・展開に力を注ぎ、九州分析の力を遺憾なく発揮・活躍され

ることを期待申し上げます。

今日までの皆様の孜々たる精進に改めて敬意を表しますとともに、九州支部での分析化学研究の

さらなる拡充、発展をお祈りし、わたくしからの祝辞とさせていただきます。 
 

九州支部創立 周年をお慶び申し上げます
中国四国支部長 田中 秀治（徳島大学） 

 
日本分析化学会九州支部におかれましては，創立 周年を迎えられ，誠におめでとうございます。

分析化学の教育・研究の発展に対する貴支部および会員の皆様の長年に亘る多大なご尽力とご貢献

に対し，深く敬意と感謝の意を申し上げます。

私ごとで恐縮ですが， 歳のときに高校の修学旅行で初めて九州を訪れ，阿蘇山，霧島，桜島な

どを巡ったときに受けた強烈な感動は，今でも忘れることができません。生まれ育った大阪とは次

元の異なる雄大さに圧倒され，原色に近い想い出とともに，長く憧れの地になりました。「毎日，霧

島連峰を見て暮らしたい」というような儚い夢は叶いそうもありませんが，隣の中国四国支部に属

する徳島大学に職を得て，鹿児島（菱刈町）出身の両親をもつ女性と結婚し，最近では次男が九州

の大学に進学しましたので，九州をより身近なものとして感じられるようになりました。本年 月，

熊本を中心に震度 の巨大地震が立て続けに発生し，尋常ではない余震が続きました。つい最近で

は，阿蘇山中岳が 年ぶりに爆発的に噴火しました。これら天災による甚大な被害に対し，胸が痛

みました。心よりお見舞い申し上げますとともに，一刻も早い復旧をお祈り申し上げます。

九州の景観と同じく，九州出身の分析化学者にはスケールの大きさを感じています。私の専門で

あるフロー分析やその関連分野でも，活躍されている先生には九州出身の方が多く，尊敬の念を抱

いてまいりました。教育の分野でも，日本分析化学会九州支部編「機器分析入門」（南江堂）には，

機器分析学の講義を担当するにあたって最もお世話になりました。私にとっては長く機器分析学の

バイブルでした。九州支部の先生方の を感じさせる良書でしたが，最近は改訂されていな

いようです。ぜひ，現九州支部の力を結集し，より なものにしていただきたいと願って

います。

平成 年に博多から鹿児島中央までの九州新幹線が全通し，長崎への工事も進められるなど，九

州はさらなる発展の可能性を有しています。山深く交通が不便な四国にいる身としては，うらやま

しい限りです。貴支部におかれましては，今後も西の雄として，我が国の分析化学の教育と研究を

先導なさいますよう，隣の支部同士としてご交誼いただきますよう，お願い申し上げます。貴支部

と会員の皆様の益々のご発展をお祈りいたします。

九州支部創立 周年おめでとうございます

近畿支部長 前田耕治（京都工芸繊維大学） 
 

九州支部の会員、役員、関係者の皆さま、支部創立 60 周年を迎えられたこと、心よりお慶び申し

上げます。近畿支部、東北支部、関東支部についで、1957 年に九州支部が設立されて以来、広範な

専門分野で学界を先導する研究者、技術者を輩出し続ける、貴支部のアクティヴィティの高さに敬

意を表します。九州 8 県がそれぞれに特色を出しながら互いに切磋琢磨する、その結束の強さにも

感服いたします。10 年ほど前に、吉留俊史先生のお声掛けで、霧島で開かれた若手の会夏季セミナ

ーに講師として招いていただいた際は、あの広い九州一円から、200 人近い教員、学生が集結し活

発に議論する光景に圧倒され、夜は吉村和久先生や石黒慎一先生をはじめとしたベテランの先生方

の車座に入れていただき学究的な雰囲気で懇談させていただいたことを思い出します。 
私自身の狭い関わりで恐縮ですが、学生時代に、上野景平先生のキレートの教科書で、分析化学

が化学の各分野の総合であることを実感させていただきました。溶媒抽出から電気分析へと研究が

移っていく過程では、鎌田薩男先生、高木誠先生、石橋信彦先生、谷口功先生をはじめとした貴支

部の多数の先生方に、年会、討論会で厳しい質問や励ましの言葉をいただきました。最近では、Anal. 
Sci. の編集委員会で、委員長の今坂藤太郎先生にリードしていただきました。概して、九州支部の

先生方は、気骨がありながらも大らかで優しく接していただける印象を強く受けました。今後とも、

九州支部の団結と特色を発揮しながら、分析化学会全体の発展、後進の育成に寄与していただける

ことを祈念して、お祝いの言葉とさせていただきます。 
 

分析化学会九州支部 周年を祝して

関東支部長 金澤秀子 （慶應義塾大学） 
 

この度，分析化学会九州支部が創立 60 周年を迎えられましたことに対し，心からお祝い申し上げ

ます。 
貴支部は，長年に亘って分析化学の進歩・発展に尽力されてまいりました。講習会なども活発に

行われ，また昨年の日本分析化学会第 64 年会（九州大学伊都キャンパス，山田 淳 実行委員長）

を支部一丸となって盛会に開催されましたことは記憶に新しいことです。また 2013 年には，国際会

議である第 12 回アジア分析化学会議（Asianalysis XII）を開催され大変盛会であり，私自身

International Advisory Board Member として参加させて頂きましたので，大変印象深いものとな

りました。第 72 回 分析化学討論会（鹿児島大学）では，桜島を見て感動したこと，噴火に驚いた

ことを覚えております。このように貴支部での学会は，九州支部以外の多くの会員にとっても大変

有意義なものとなっています。これも貴支部の皆様のご尽力の賜物と衷心から敬意を表します。 今
後も分析化学会九州支部がますます活発な御活動を続けられ，一層の発展を遂げられることを祈念

致しまして，創立 60 周年のお祝いの言葉とさせて頂きます。
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日本分析化学会第57年会（福岡大学、組織委員長：脇田久伸）
2008年9月10日～12日

高木誠先生の追悼講演会
2011年8月6日

第７２回分析化学討論会（鹿児島大学、組織委員長：肥後盛秀）
2012年5月19日・20日

第12回アジア分析化学会議（Asianalysis XII）
期日：2013年8月22日（木）～24日（土）
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分析化学会九州支部過去 10 年のあゆみ 

 

分析化学会九州支部は、1957 年（昭和 32 年）4 月 1 日に行われた分析化学会の総会でその設立が承

認され、6月 1日に九州大学工学部講堂でその発会式が行われてから今年で 60 周年を迎えました。設立

以来、さまざまな行事を九州支部で行い、分析化学会発展のため尽力してきました。創立 50 周年記念

誌にそれまでの 50 年はまとめられているので、ここでは過去 10 年についてまとめることにしました。

過去 10 年では、本部行事である日本分析化学会 第 57 年会、第 64 年会、第 12 回アジア分析化学会議

（Asianalysis XII）、第 72 回分析化学討論会を本支部が中心となって開催しました。更に日本化学会

西日本大会などの学会、分析化学関係の先生方が実行委員長になる学会（地方大会、全国大会、国際大

会も含む）にも、支部として、共催や協賛し、研究発表や参加の依頼を行ってきました。これらの事業

によって、九州支部の会員間や全国的な分析化学会会員との情報交換の場が提供され、分析化学会の発

展に寄与できたと思われます。以下の九州支部として例年行っている行事をまとめます。これらの行事

は、支部会員によって交代で行われてきましたが、毎年創意工夫されてきました。 

 第 47 回～第 57 回 分析化学講習会：ガスクロマトグラフィー・高速液体クロマトグラフィー・キャ

ピラリー電気泳動・原子スペクトル分析法などのテーマについて、講義と実習を行っております。実行

委員や担当教官、機器メーカーの方々に支えて頂いている事業であり、毎年多くの受講者があり、分析

化学関連企業から好評を頂いてきました。 

第 19回～第 29回九州分析化学若手の会・春の講演会：福岡地区の若手の先生が、テーマの設定や講

師の（全国から著名な研究者に）依頼を行い、主に学生を対象に講演会を実施してきました。参加学生

の知識アップや研究分野の広がりに繋がる事業として行われてきました。 

第 43回～第 53回化学関連支部合同九州大会：日本農芸化学会西日本支部・高分子学会九州支部・電

気化学会九州支部・有機合成化学協会九州山口支部・繊維学会西部支部・化学工学会九州支部・日本化

学会九州支部と日本分析化学会九州支部が合同（輪番）で開催する学会であります。主に修士課程の学

生の研究成果発表会であり、分析化学セッションでも「九州分析化学ポスター賞」を付与し、学生への

アクティビティ向上に役立ってきました。また、九州支部内の著名な先生による依頼講演・特別講演も

行っており、分析分野のアクティビティを宣伝する良い機会となっております。 

第 24 回～第 34 回九州分析化学若手の会夏期セミナー：毎年、150 名前後の参加者があり、本支部の

一大イベントであります。招待講演、九州分析化学若手賞(ポスター発表)、支部奨励賞講演や情報交換

会など多くの項目を配し、若手育成の事業として定着してきました。 

機器分析ワークショップ：機器メーカー（代理店を含む）が中心となり、九州各地で行っております。

開発担当者による最先端機器の説明や応用事例紹介、関連分野の著名な先生の講演会を通して、分析機

器ユーザーの知識アップやスキル向上に役立っております。 

 これらの行事に加え、毎年秋頃に支部講演会・見学会を行い、支部学会賞の受賞者による講演会、地

元企業への見学会を実施してきました。 

 これまでの九州支部の活動にご協力頂いた関係者の努力のお陰で九州支部、更には日本分析化学会の

発展に貢献できたことを感謝いたします。 
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西日本大会などの学会、分析化学関係の先生方が実行委員長になる学会（地方大会、全国大会、国際大

会も含む）にも、支部として、共催や協賛し、研究発表や参加の依頼を行ってきました。これらの事業

によって、九州支部の会員間や全国的な分析化学会会員との情報交換の場が提供され、分析化学会の発

展に寄与できたと思われます。以下の九州支部として例年行っている行事をまとめます。これらの行事

は、支部会員によって交代で行われてきましたが、毎年創意工夫されてきました。 
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ピラリー電気泳動・原子スペクトル分析法などのテーマについて、講義と実習を行っております。実行

委員や担当教官、機器メーカーの方々に支えて頂いている事業であり、毎年多くの受講者があり、分析

化学関連企業から好評を頂いてきました。 

第 19回～第 29回九州分析化学若手の会・春の講演会：福岡地区の若手の先生が、テーマの設定や講

師の（全国から著名な研究者に）依頼を行い、主に学生を対象に講演会を実施してきました。参加学生

の知識アップや研究分野の広がりに繋がる事業として行われてきました。 

第 43回～第 53回化学関連支部合同九州大会：日本農芸化学会西日本支部・高分子学会九州支部・電

気化学会九州支部・有機合成化学協会九州山口支部・繊維学会西部支部・化学工学会九州支部・日本化

学会九州支部と日本分析化学会九州支部が合同（輪番）で開催する学会であります。主に修士課程の学

生の研究成果発表会であり、分析化学セッションでも「九州分析化学ポスター賞」を付与し、学生への

アクティビティ向上に役立ってきました。また、九州支部内の著名な先生による依頼講演・特別講演も

行っており、分析分野のアクティビティを宣伝する良い機会となっております。 

第 24 回～第 34 回九州分析化学若手の会夏期セミナー：毎年、150 名前後の参加者があり、本支部の

一大イベントであります。招待講演、九州分析化学若手賞(ポスター発表)、支部奨励賞講演や情報交換

会など多くの項目を配し、若手育成の事業として定着してきました。 

機器分析ワークショップ：機器メーカー（代理店を含む）が中心となり、九州各地で行っております。

開発担当者による最先端機器の説明や応用事例紹介、関連分野の著名な先生の講演会を通して、分析機

器ユーザーの知識アップやスキル向上に役立っております。 

 これらの行事に加え、毎年秋頃に支部講演会・見学会を行い、支部学会賞の受賞者による講演会、地

元企業への見学会を実施してきました。 

 これまでの九州支部の活動にご協力頂いた関係者の努力のお陰で九州支部、更には日本分析化学会の
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530

総合受付 名誉会員を囲む会

530 ぶんせき  



第 72 回分析化学討論会（2012 年，鹿児島)
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第 72 回分析化学討論会は，九州支部の担当で 2012 年 5 月

19 日(土)と 20 日(日)の二日間，鹿児島大学郡元キャンパスに

おいて開催された。鹿児島での討論会の開催は 1976 年の第 37
回以来久しぶりであった。初日は晴れて暑く，懇親会の後に桜

島が噴火して大量の灰を降らせた。二日目は小雨になった。

鹿児島大学は，法文，教育，理，医，歯，工，農，水産，共

同獣医の 9 学部から構成され，学生数約 10,800 人の「進取の

気風にあふれる総合大学」である。郡元キャンパスには，法

文，教育，理，工，農，共同獣医の 6 学部があり，鹿児島中

央駅から路面電車で約 10 分の便利な場所に位置する。会場と

なった工学部は，電停のすぐそばにあり，互いに隣接した三つ

の建物において開催した。開催本部と A 会場を稲盛会館の中

会議室とホールに配置した。総合受付とクロークを工学部共通

棟の玄関と 1 階に設置し，ポスター発表会場と B～D 会場をそ

れぞれ 2 階と 3 階に配置した。E～G 会場を工学系講義棟に配

置した。

実行委員会は九州支部役員を含む 125 名で構成され，1 年半

ほど前から準備を始めた。鹿児島大学の実行準備委員は 10 名

であり，学生アルバイト 49 名と九州支部幹事の開催本部係と

発表会場係の 26 名とともに，前日の会場設営から期間中の運

営，そして最後の片付けを担当した。参加者は予約登録者 563
名，当日登録者 193 名，登録免除者 42 名の合計 798 名であ

り，講演件数は主題講演 37 件，一般講演 275 件（口頭 177
件，ポスター 98 件），若手ポスター講演 153 件，テクノレ

ビュー講演 7 件（口頭 5 件，ポスター 2 件），依頼講演 14 件

の合計 486 件であった。

本討論会では四つの討論主題を設定して依頼と応募による主

題講演を行った。その担当者と概要及び依頼講演は以下のとお

りである。なお，これらの討論主題に関連する研究論文が「実

用化・産業化を支える分析化学の新潮流～生命，環境及び物質

科学の基礎・基盤～」と題して「分析化学」誌に特集される。

1. 産業のチカラ・イノベーションの駆動力となる分析化学

〔肥後盛秀（鹿児島大院理工），中武貞文（鹿児島大産学官）〕

分析化学の学問領域は幅広く，製品の製造工程や品質管理を

はじめ様々な産業分野で貢献している。分析化学は産業のチカ

ラを産み出す源泉であり，その発展が技術革新の駆動力とな

り，産業の発展を加速するといっても過言ではない。さらに昨

今，大学と産業界が連携し，相互に利益を得る関係で研究成果

を広く社会に展開していく「産学連携」の取り組みが広まって

きている。本主題では，大学の研究成果を知的財産として確立

し，産業界へ移転した事例や最新の動向を踏まえて，分析化学

の貢献について理解し，産業や社会における分析化学の果たす

役割について，静かながらも活発な討論を行った。

○小川禎一郎（小川弁理士事務所・九大名誉教授）研究者弁

理士から見た知財のチカラ，○安藤敏夫（金沢大数物科学）高

速 AFM 装置の事業化―その経緯と諸問題，○隅田泰生（鹿児

島大院理工）糖鎖を用いたナノバイオテクノロジーによるウイ

ルスの高感度検出法，○小池保夫（鹿児島大産学官）鹿児島大

学の知的財産活動

2. 分析化学における現代の溶液反応化学〔神崎 亮（鹿児島

大院理工）〕

分析化学は分子の動態を制御し，分離，同定，あるいは定量

を目的としてその方法論を研究・開発する学問であり，溶液内

における化学反応は全ての分析化学の分野における根幹をなし

ている。近年，溶媒や溶液内反応に関する研究環境は大きく変

化を遂げ，絶えず新たなチャレンジと発見がなされている。本

主題では，これらの研究分野において残されている問題や，そ

れに対する現在のアプローチについて，50 名を超える参加者

による幅広い視点からの討論を行った。

○岩月聡史（甲南大理工）溶液反応論が見出す面白い反応―

溶液の希釈に伴って進行する金属炭素結合生成反応，○大堺

利行（神戸大院理）イオンの溶媒間移行エネルギー理論の新展

開，○吉田亨次（福岡大理）メソ多孔体中の水の状態分析，○

松林伸幸（京大化研）拡張型の溶媒和概念に基づく均一・不均

一溶液系の自由エネルギー解析

3. 環境影響評価と分析化学〔大木 章，冨安卓滋（鹿児島大

院理工）〕

人為的活動や自然活動を通じて放出される化学物質は，周辺

環境のみならず，そこに生活する人々に対しても大きな影響を

与える可能性がある。地道で長期的な視野にたった分析データ

の積み重ねなしにその環境影響を評価することは不可能であ

り，分析法の信頼性の検証や，分析によって得られたデータを

どのように社会に還元していくのかも分析化学者に求められる

課題となっている。本主題では，存在状態別分析法，分析方法

の信頼性検証，また，環境モニタリングなどに関わる分析化学

の講演を通じて，環境に立ち向かう分析化学の力を明確にする

ことを目的とし，桜島に負けない熱気に満ちた討論を行った。

○森茂龍一（都城高専）モンゴルの首都ウランバートルにお

ける汚染状況の可視化，○松山明人（国立水俣病総研セ）水俣

湾海水中に含まれる水銀濃度の季節変動とその特徴について，

○黒岩貴芳（産総研）分析値の信頼性をどう評価するか？―標

準物質・技能試験の活用―

4. ナノ分析化学の新展開〔蔵脇淳一，吉留俊史（鹿児島大院

理工）〕

ナノ領域における種々の計測技術，材料分野や微小領域での

観察技術や操作技術の進展は著しく，ナノ科学・工学の発展に

おいて，分析化学は多大なる貢献をしている。本主題では，最

新のナノ分光分析化学，プラズモン応用分析化学，ナノ材料化

学，表面分析化学などの幅広い分野における最新の研究成果を

ふまえて，新しい分析手法の理解を深めるとともに，ナノサイ

エンスの発展をもたらす分析化学の新たな可能性を模索し，開

拓することを目的とし，有意義で活発な討論を行った。

○村越 敬（北大院理）少数分子のプラズモニック化学，○

山田 淳（九大院工）プラズモニックナノ粒子と分析科学，○

尾崎幸洋（関学大理工）チップ増強ラマン散乱法によるナノ分
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「分析化学」論文賞の授与式

若手ポスター「櫻島賞」の受賞者

531ぶんせき  

光分析

2011 年「分析化学」論文賞を渡部貴裕，水口仁志，志田惇

一（山形大院理工）の先生方が「PTFE 製メンブランフィル

ターへのイオン対固相抽出によるクロム(VI）の高感度目視定

量」で受賞されたが，本討論会から受賞講演は行われないこと

になった。

初日に分析化学の将来を担う若手研究者による若手ポスター

講演を実施した。各支部の若手の会所属の 30 名の先生方に審

査員をお願いし，研究の独創性とその発展性，またプレゼン

テーション能力について，以下の優秀な 15 名の発表を選考

し，熱く燃え盛る桜島にちなんで「櫻島賞」を授与した。

○長澤圭祐（産総研・東京電機大）プラズマ質量分析用高効

率試料導入インターフェースの設計開発，○Rabor Janice（鹿

児島大院理工）Coordination Structural Changes of Eu (III)
Hydrates in Solid State upon Exposure to MeOH Vapor Based
on Luminescence Spectra，○西井 崇（関学大理工）近赤外・

赤外ヘテロ―Moving Window―二次元相関分光法によるアル

コール発酵過程のモニタリング，○内田潤也（京工繊大院工芸

科学）液液界面薄層電解フローセルを用いた新規イオン分離法

の開発，○蛭田勇樹（慶大院理工）A Wide pH Range Optical
Sensor Based on SolGel Double Layer Film Embedding Two
pH Indicators and Quantum Dots，○宮原佑太（阪府大院工）

試薬含浸ろ紙組み合わせ型電気泳動マイクロチップの開発と簡

便なマルチバイオアッセイに向けた基礎検討，○中村 剛（大

分大工）シクロデキストリンとポリエチレンオキシド混合系を

新規分離場とした DNA のキャピラリー電気泳動分離，○三輪

俊夫（中部大応生）双極子を利用する固相抽出剤，○斎藤昇太

郎（茨城大工）アセチルアセトン官能基を持つビニルエーテル

系ポリマーを用いた金の選択的分離・回収システムの開発，○

高 小放（東大院工）Creation of a Cellbased Separation
Microdevice Using Renal Tubule Cells，○濱崎祐樹（九大院工）

銀シェル金ナノロッド固定化 ITO 基板の電気化学的反応とそ

の分光特性変化，○星野ときこ（明大院理工）酒匂川流域にお

ける河川砂の鉱物分析，○伴 正寛（熊本大院自然）脱硫廃材

を用いた不均一系フェントン反応によるペンタクロロフェノー

ルの高速分解，○御手洗晴日（静岡県大院食品栄養）ポリフェ

ノール類の渋味評価法と渋味抑制素材の探索法の開発，○野川

悠人（阪府大院工）試薬放出キャピラリー等電点電気泳動を用

いた酵素活性計測における試薬偏在問題の基礎検討

初日の昼休みに稲盛会館のロビーにおいて，会長の提案によ

る「名誉会員を囲む会」が，会長を含む名誉会員 8 名，副会

長 4 名，九州支部長とその経験者 9 名，実行委員長と展望と

トピックス編集委員長，事務局長の 24 名の参加者で開催され

た。出席者の自己紹介の後，会長による本会の趣旨説明と実行

委員長による本討論会の概要説明が行われた。その後，名誉会

員による助言や意見交換が昼食を取りながら和やかに行われた。

懇親会は，19 日の午後 7 時から約 2 時間半，与次郎のサン

ロイヤルホテルの太陽の間において，招待者 39 名を含む 265
名が参加して開催された。肥後盛秀実行委員長の開会の挨拶で

始まり，中村 洋会長の開催のお礼があり，来賓の吉田浩己鹿

児島大学学長から祝辞をいただいき，名誉会員の小川禎一郎先

生に乾杯の音頭を取っていただいた。薩摩料理を人気プレミア

焼酎で味わいながらのにぎやかな歓談が続き，余興の島唄を

じっくりと聞いた後，「分析化学」論文賞と若手ポスター「櫻

島賞」の授与式が行われた。その後，第 61 年会の早川和一実

行委員長（金沢大院自然）と第 73 回分析化学討論会の板橋

豊実行委員長（北大院水産）に次回の案内をいただき，最後に

甲斐雅亮九州支部長（長崎大院医歯薬）の「チェスト！」の掛

け声で盛会のうちに閉会となった。ホテルの外に出ると，桜島

が本討論会と櫻島賞を祝福してか，噴火して大量の「ドカ灰」

を降らせており，降灰初体験の方には思いがけないアトラク

ションになった。

本討論会の開催に先立って，18 日の午後に「テニス人生談

話会」が，教育学部テニスコートにおいて開催された。各地か

ら集まった 6 名の参加者は，快晴のもと和やかな雰囲気でテ

ニスを楽しんだ。その夜には鹿児島中央駅近くの小料理屋で

14 名による懇親会が開かれた。初日の午後には，日本学術振

興会学術センター研究員の今坂藤太郎先生（九大院工）が担当

された科学研究費補助金の時限付き分科細目「安全環境計測法」

のシンポジウムが A 会場で開催された。学術振興会の樋口和

憲企画官を始め，この細目を企画し実施された渡會 仁先生，

千葉光一先生，中島憲一郎先生，今坂藤太郎先生の講演と，こ

の分科細目の趣旨の紹介があり，約 50 名の聴衆による討論が

行われた。また，討論会終了後の夕方から翌日にかけて，神崎

亮先生（鹿児島大院理工）のお世話で，若手ポストシンポジウ

ムが桜島の古里温泉ふるさと観光ホテルにおいて開催された。

参加者は各支部若手の会からの 17 名であり，以下の 2 件の講

演が行われた。活発な討論の後，懇親会が行われ親睦と連携を

深めた。

○西 直哉（京大院工）イオン液体の界面は分子性溶媒の界

面とどうちがうのか？界面分光による研究，○津越敬寿（産総

研計測標準）実際のところの MS
一連の開催準備において，四つの討論主題の設定と依頼講演

者の選定に気を遣った。これらの討論主題で十分な数の応募講

演があるだろうか心配であったが，担当者の努力の甲斐あって

一般講演も含めて当初の予想以上の講演申し込みがあり安心し

た。しかし今度はプログラム編成が大変であった。さらにその

後，実行準備委員会が担当することになった展望とトピックス

の作成と本部事務局での記者会見の開催と非常に忙しかった。

本討論会の開催にあたり，第 70 回（和歌山大学）と第 71
回（島根大学）の運営マニュアルが大変参考になりました。鹿

児島大学工学部には，会場の使用において数々の便宜を図って

もらいました。日本教育公務員弘済会鹿児島支部からの研究大

会助成金と，鹿児島観光コンベンション協会からの観光コー

ナーの設置と観光パンフレットの提供，また立て看板の設置に

感謝致します。24 件の広告掲載と 17 件の機器・書籍・カタロ

グ展示の会社の参加によるご支援をいただきました。鹿児島大

学生活協同組合には，弁当の出張販売と日曜日の食堂の営業を

お願いしました。日本分析化学会本部事務局，オンライン登録

委員会，広報委員会，九州支部の皆様からの温かい支援と協力

に感謝致します。皆様のお陰様を持ちまして，本討論会を無事

に終了することができました。本討論会に参加された皆様と支

援をいただきました方々に厚くお礼を申し上げます。

次の第 73 回は北海道支部の担当で，函館において開催され

ます。函館大会が大盛況でありますようにお祈り致します。

〔鹿児島大学大学院理工学研究科 肥後盛秀〕
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LC ESI MS MALDI MS

1. LC MS

Val Tyr 1

13C

LC

MRM MS MS 2 0.14

pmol mL plasma
13C Val Tyr

3.9 pmol mL plasma 2

2,4,6 TNBS LC

MS 3

MS

Val Tyr C Tyr 6

55 SN 1.4 fmol inj.vol.

4.0 fmol inj.vol. 4 TNBS

30 min pH 7 8

Trp His

Trp His

His Trp

50 5

2. MALDI MS

MALDI MS

MALDI MS

500 Da

6

M Na M K

M H

MALDI MS

Trp His

5 His

Trp

His Trp Trp

His Trp His

7 8

MS

MALDI MS

1 Anal. Sci., 21, 997 '05 . 2 Anal. Biochem., 414, 109 '11 .
3 Anal. Chem., 85, 4289 '13 . 4 Biosci. Biotechnol. Biochem., 77,
2094 '13 . 5 Mol. Nutr. Food Res., 59, 1541 '15 . 6 Anal.
Chem., 85, 10033 '13 . 7 Food Chem., 190, 345 '16 . 8 Food
Sci. Technol. Res., 21, 821 '15 9 J. Mass Spectrom., in accept.
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高木 誠先生をしのぶ

1939 年福岡市に生まれる。1962 年九州大学工学部合成化学

科を卒業。1967 年同大学院工学研究科博士課程を単位取得退

学。同年九州大学工学部講師，1968 年工学博士，同年同助教

授を経て，1983 年同教授（有機分析学講座担当）。2000 年九

州大学大学教育研究センター長，九州大学評議員。2003 年定

年退官，九州大学名誉教授。2005 年福岡女子大学学長。2006
年同理事長兼学長。この間，1968～1970 年米国オハイオ州立

大学博士研究員。1984 年日本化学会学術賞。1994 年日本分析

化学会学会賞。2004 年から科学技術振興機構 先端計測分析

技術・機器開発 開発総括。日本分析化学会九州支部長，同副

会長などを歴任し，2001 年同会長。2011 年 3 月逝去。

本会元会長高木 誠先生は，本年 3 月 17 日，公立大

学法人福岡女子大学の学長室での執務中に，心不全で急

逝されました。享年 71 歳であります。理事長兼学長と

いう重職も退任まであとわずか 2 週間というときでし

た。先生は高い識見と誠実なお人柄で多くの研究者や学

生に大きな影響を与えてこられました。その先生に二度

とお目にかかれないと思うと残念でなりません。先生に

多大な薫陶を受けた教え子の一人として最近もご相談し

たいことがいくつもありましたのに。学長室やご自宅に

お訪ねしなかったことを悔やんでいます。

その一方で，県が設置者である公立大学法人の理事長

は，教育者・研究者・管理責任者としての役目に加え，

地域社会とのかかわりや県の行政・議会との関係も含

め，一般の大学教員には想像もつかないようなご苦労が

あったのではないかと拝察しております。本来であれば

昨年春に任期満了，晴れてお役御免となり，奥さまやお

孫さん達と悠々自適の生活を楽しんでおられるはずでし

たのに，大学にとって大変苦しいこの時代に理事長兼学

長に再任されたのは，やはり先生の責任感とそれに対す

る周囲の信頼ゆえということでしょう。肉体的にも精神

的にもずいぶんとご無理をされたのではないかと想像し

ております。

思えば先生はここ 20 年ほど，教養部改組や大学院重

点化に始まる一連の大学改革の動きに，常に真剣にそし

て前向きに取り組んでこられました。保守的な教員が多

数を占める中で，先生はより広い世界観から持論を展開

され，改革をリードしてこられました。特に 1, 2 年生

が学ぶ旧・教養部キャンパスの責任者となられたころ

は，文理を問わず多士済々の論客たちとわたりあい，全

学共通教育の改革に取り組まれました。先生をお支え

し，次の時代を背負うべき私は，しかしもっぱら先生に

甘えるばかりであったと反省しています。

先生の学術的業績やお人柄は，本会学会賞を受賞され

たときの「このひと」（本誌 1994 年 9 号）ならびに本

会会長に就任されたときの「このひと」（本誌 2001 年 4
号）に詳しく紹介されていますのでぜひご参照くださ

い。ここでは，1988 年から足掛け 8 年にわたり助教授

として先生のおそばに居りました筆者の，個人的な思い

出を書かせていただきます。

先生は，学生の研究報告や文献紹介の際に，基礎が甘

い部分については黒板を使って講義を始められることも

しばしばでしたが，学生のアイデアやデータの解釈につ

いて頭ごなしに否定することは決してされず，こういう

見方がありうる，こういう考え方も可能ではないか，と

いう形でコメントされ，最後は決まって「わかりません」

とお顔の前で手を振りながら照れ笑いをされるのが常で

した。私も学生たちも，先生は「答え」を知っていて，

僕らを傷つけまいとしているのだ，と考えていました。

もちろんそういう部分もあったでしょうけれど，むしろ

自分の持つあらゆる
ひき

抽
だし

斗を最大限活用することの重要性

を伝えようとされていたのだと思います。また「こじつ

けでも良いから何か解釈をしてみましょうよ。わからな

いままでは気持ち悪いじゃないですか。」というような

ことも，しばしばおっしゃっていました。若かった私は

これを「下手な考え休むに似たりではないか」と批判的

に見ていましたが，考えが浅かったと思います。先生

は，深く考えることの大切さを伝えるとともに，一見異

なった知識を結び付ける自由な発想を求めていたのでし

た。

このようなリベラルな指導を受けた学生たちから，数

多くの大学教員が育っています。上智大学の早下隆士教

授は編集委員などを通じて本会への貢献が顕著ですし，

九州大学の片山佳樹教授は現在，九州支部長となってお

られます。異なった分野に進まれましたが長崎大学の森

口 勇教授も先生の教え子です。若い世代では井原敏博

さんが熊本大学の教授として活躍中です。その他，大学

や高専の准教授が多数居られますが紙数の都合で割愛し

ます。また私を含め，他研究室や他大学出身で先生のも

とで助教授や助手あるいは研究生をつとめ，ご指導をい

ただいた後に独立して研究室を構えた人も 8 名を数え

ます。さらに孫弟子も，たとえば千葉大学の梅野太輔さ

ん，東京女子医大の中山正道さん，九州大学の森 健さ

ん，佐賀大学の宗 伸明さん，小倉高専の園田達彦さ

ん，東北大学の穴田貴久さん，らが高木イズムを継承し

ています。

先生のことを思い出すと目頭が熱くなります。あまり

に早すぎます。もっともっと甘えたかった。高木先生，

ゆっくりおやすみください。

〔理化学研究所 前田瑞夫〕
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筬島 豊先生をしのぶ

昭和 10 年に大分県に生まれる。昭和 33 年 3 月九州大学農

学部を卒業し，昭和 38 年 4 月同大学農学部助手，昭和 42 年

10 月同大学同学部助教授を経て昭和 52 年 11 月に九州大学教

授に昇任され，平成 10 年 3 月に定年にて退職。その後，平成

10 年 4 月から平成 13 年 3 月まで広島県立大学教授，さらに平

成 13 年 4 月から平成 17 年 3 月まで九州女子大学学長。この

間，日本分析化学会理事，同九州支部長，平成 4 年同副会長。

平成 4 年日本分析化学会学会賞受賞。平成 6 年日本分析化学会

第 43 回年会大会実行委員長，平成 18 年日本分析化学会名誉

会員。平成 23 年瑞宝中綬章受賞。平成 25 年 3 月 28 日逝去。

筬島 豊先生は去る 3 月 28 日，78 年の人生を静かに

閉じられた。ここに生前のご功績を偲び，謹んで哀悼の

意を表します。

筬島先生は九州大学農学部農芸化学科で山藤一雄先生

に師事された。その後，昭和 38 年に食糧化学工学科の

設置準備講座として産声を上げた「食品分析学」講座を

一貫して運営，発展され，まさしく筬島研＝(イコール）

「食品分析学講座」であった。この間，永年にわたって

食品分析学の教育・研究に務め，食品科学分野への客観

的なおいしさ評価法の導入に尽力し，今日の食の安全・

安心に関する科学的評価法の礎を数多く提案されてき

た。さらに，諸外国から幾多の留学生を研究室に受け入

れ，卓越した指導力と寛容なお人柄は留学生の教育に遺

憾なく発揮されている。

筬島先生の研究に対する強い思いを端的に表している

のが，講座名であろう。講座名（食品分析学）は当初，

食品分析化学であったようだが，食品分析化学では研究

領域が食品に関わる分析化学に限定されるため，化学の

二文字を削除した食品分析学にすることによって研究領

域を分析化学をベースとした食品の動態及びその解析に

拡大することが望ましいと進言されたようである。これ

により，これまで曖昧模糊として科学的見地からの客観

的評価が欠如していた食品のおいしさ並びに安全性に関

して，世界に先駆けて分析化学的視点を導入し，いずれ

の功績も先駆性と独創性を備えるものとして高く評価さ

れている。先生の黎明期のご研究は，含窒素化合物の生

体内での代謝・分解に関わる酵素群と代謝経路の解明で

あり，その成果は Nature 誌に掲載されるなど秀逸であ

る。その一方で，今思うに，「成果が社会還元されるよ

うな研究を行い，それに適した雑誌に論文投稿しなさ

い」とのお言葉は，食品科学は社会に直結した学問分野

であり，学科設立の主旨を忘却しないようにとの深慮で

あったのかもしれない。その後，食品品質に関わる因子

である味・香り・色といった官能性に関わる成分の客観

的な分析法の構築に尽力され，電気化学及び酵素センサ

の食品分析学分野への導入と製品化，官能特性に基づく

香り成分の濃縮・分離法の設定，天然色素成分の同定と

製品への応用に欠かせない安定化機構の解明など，いず

れも今日の我が国の食品産業界が直面する課題の解決に

応用可能な先駆性と卓越した業績をあげられている。先

生の食品分析学に対する考え，思いの諸端については，

本誌 1982 年 11 月号の“随想”欄に，お人柄について

は，本誌 2006 年 9 月号の“このひと”欄に詳しい。ま

た，食品品質を維持・向上させるための研究にも熱意を

持って取り組まれ，超臨界二酸化炭素をミクロバブル化

させる技術を世界で初めて提案し，これにより微生物殺

菌や揮発性・難揮発性物質の除去が可能となったことに

より食品の貯蔵時に起こる腐敗や品質の劣化が最小限と

なる成果をあげられている。さらに，先生は食べ物によ

る生活習慣病予防に関する研究についても卓越した成果

をあげており，天然素材から調製した機能性食材が高血

圧予防作用を有することを実証し，厚生省（当時）から

特定保健用食品として認可されるに至っている。このよ

うに，筬島先生の研究活動は複雑多岐にわたる食品を分

析化学的な視点をもとに客観評価できる技法の構築が根

幹であり，これらの研究成果を取り纏めた原著論文の数

は国の内外で 300 編以上に達している。得られた成果

はいずれも国の内外で高く評価され，昭和50年に日本

栄養・食糧学会奨励賞，昭和 51 年及び昭和 56 年に日

本缶詰協会逸見賞，昭和 54 年に日本果汁協会技術賞，

昭和 56 年に日本食品工業学会奨励賞，平成 4 年に日本

分析化学会学会賞，平成 8 年に安藤百福賞優秀賞が授

与されるなど，枚挙に遑がない。

筬島先生は，研究の傍ら，学内外の数多くの学務・社

会活動に携われて多忙を極められておられた。そのよう

な中，研究室では学生の来室に対して多忙を理由にその

場を拒否されたことはなく，お仕事を中断されて“必ず”

親身な研究打ち合わせを頂いた。よい学生を育てたい・

伸ばしたいという先生の頑固なまでの信念に基づいた，

いつも凜とした姿勢であった。久住登山，夏のキャン

プ，秋の山芋掘り，麻雀大会，先生のご自宅の庭での餅

つき大会等々，常に先生はその輪の中心におられ，食品

とはなにか，研究とはなにか…多くの問いかけを頂い

た。「君は何も知らないな」と叱咤され，「食べ物を分かっ

ていないな」と叱責され，それでも同門一同，先生のご

期待に叶うよう，いつか「よくやった」と褒められるこ

とを信じて精進してきました。この想いを叶えることな

く頓挫してしまう今，改めて先生の大輪を実感する次第

です。

享年となった平成 25 年（2013 年）は食品分析学講座

が誕生して 50 年の節目でした。祝賀会に想いを馳せら

れ，教え子との再会を楽しみにされていた矢先，先生の

愛情が詰まった半世紀の研究室の歴史をご一緒に祝賀で

きなかったことは同門一同にとって千辛万苦となりまし

た。どうぞ安らかにお眠り頂き，次の半世紀を見守って

下さい。

心より先生のご冥福をお祈り申し上げます。






九州大学農学研究院生命機能科学部門

食品分析学研究室 松井利郎





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九州支部創立 50周年を迎えて

今 任 稔 彦

本会九州支部では，今年で創立 50 周年を迎える。記念事業のための作業を進め

ていくなかで，思い浮かぶことを述べたい。

支部の記録によると，1957 年（昭和 32 年）に支部組織が整えられ，役員は吉村

恂支部長以下，副支部長 2 名，監査 1 名，参与 10 名および幹事 21 名の計 35 名で

あった。現在の支部役員の 111 名からすると，こじんまりとしたものと推測され

る。この50年の間，九州支部でも分析化学の普及，支部会員へのサービスや会員

相互の親睦のためのいろいろな事業が企画され，現在に受け継がれている。九州支

部は韓国や中国と地理的にも近く，また古くからの人材交流の実績もあって，早く

から学術交流が行われていた。これが現在の Asianalysis の基礎となっている。ま

た，分析化学分野の若手の研究者や技術者の育成を目的とする取り組みが早くから

行われている。1983 年には九州支部若手の会が発足し，春の講演会と夏季セミ

ナーが毎年開催されている。特に，1990 年には九州分析化学奨励賞を制定し，業

績だけにとらわれず，これから分析化学分野で活躍が期待される前途有望な大学院

生や若手の研究者を表彰している。受賞された方の中には，教授，助教授に昇任さ

れたり，大型のプロジェクト研究費を獲得して大きな発展を遂げられている方がお

られ，そのような方の活躍を見聞きするにつけ，支部としての取り組みの結実の表

れと大変喜ばしく思う。

100 周年を迎える次の 50 年後には分析化学がどうのように発展しているだろう

か。最近は分析化学の分野においても，「先端計測分析技術・機器開発事業」のよ

うな大型のプロジェクト研究が募集されている。チームを組んで行うプロジェクト

研究もあるが，個人型研究も多い。`̀ Research is individual'' という言葉を残され

た科学者がおられることを同僚の先生から伺った。個人の独創性を伸ばし研究を遂

行する点で，研究者とりわけ若い研究者にとっては恵まれた環境であるが，一方で

は研究費獲得の厳しい競争的環境でもある。科学技術の進歩は極めて急速で，それ

を catch up する研究教育，さらに独創性を引き出す研究教育には大変な工夫や努

力が必要であろう。1981 年に本会の創立 30 周年記念誌として発行された「日本分

析化学史」や 2002 年本誌号外の創立 50 周年記念誌に書かれた分析化学の歴史的

変遷や進歩をみてわかるように，新しい分析法と呼ばれるものはある日突然に生ま

れたものではなく，多くの場合はその基礎となる考え方や発想があるものである。

温故知新という言葉にもあるように，教職の立場にある私としては，基礎的なこ

と，物事の本質をしっかり教えていきたいものである。そして，多くの先端的な計

測分析技術が開発されることを楽しみにしたい。

〔Toshihiko IMATO，九州大学大学院工学研究院，日本分析化学会九州支部長〕
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学問と技術（ツール）

横 山 拓 史

時代とともにすべてが変化し，時代に合った進化をしたものだけが生き残る。必

要とされなくなったものは消え去るのが世の常である。21 世紀に入り早 8 年が経

過しようとする昨今，大学から「分析化学」と名のつく研究室が減りつつあると聞

く。また，我々の「日本分析化学会」の会員数も減少しつつあると聞く。「分析化

学」はもはやこの社会から必要とされなくなりつつあるのだろうか。

ある大学で「学問としての分析化学，分析技術」について考えさせられる出来事

があった。ある理系学部が，1 年生の化学実験は，金属の定性分析，容量分析のよ

うな古くさい実験や簡単な合成しか教えないという理由で必修科目から外したこと

がある。その学部の先生
いわ

曰く，我々は金属イオンの定量に ICPAES や ICPMS

を使用するし，合成についても学部の専攻学生実験で高度な方法を教育するので必

要ないということであった。その学年が専門学部に進学し，専門の学生実験に臨ん

だときに事件は起こったのである。大混乱を来したのである。当たり前と言えば当

たり前の出来事である。1 年生の化学実験では，実験を通して分析化学の基本と分

析技術を合わせて教えていたのである。上のお話は，「分析化学」とは，単に化学

分析をする方法を開発する分野（技術）としか認識していないことを表す例であろ

う。「分析化学の基本」がその先端研究を支えているのである。同様の考えを本誌

5 月号で末永先生も述べられている。

現在，科学のあらゆる分野に分析化学が入り込んでいる。言い換えれば，種々の

新しい分野に分散，希釈され「学問としての分析化学」が見えにくくなっている。

しかし，物質を扱うところであれば，必ず分析化学的手法で評価を行う必要があ

る。種々の先端研究に従事する学生，研究者，技術者，すなわち「分析化学」を必

要とし，日本分析化学会で活躍できる潜在的な人材が実は相当数いるのである。こ

の方々を日本分析化学会に引き寄せるには，学会として少なくとも二つのアクショ

ンが必要ではなかろうか。一つは，量的質的に膨張した分析化学を 21 世紀にあっ

た学問に再整理し，教育で必要な分析化学と分析技術として有用な基礎をテキスト

として日本分析化学会から世界に発信し，その重要性をアピールすること。二つ目

は法人会員である企業社員が個人会員になってでも発表したいと感じる討論会，年

会，研究会に改革すること。これは九州支部内の会議ででたことであるが，企業の

若い技術者が気軽に発表できる場を望んでいるとのこと。そうであるとすれば，各

セッションで企業発表コーナーを設け，理屈は完成していないが，貴重なデータを

発表し，かつ次の段階の方向性を議論できる場であれば発表する若い人が増えるの

ではなかろうか。費用対効果の原理からすると，様々な分野のデータを相互に利用

可能にすることに
つな

繋がる。若い人を育てるのもまた学会の役割である。分析化学

は，科学の基礎（学問）から応用（ツール）まであらゆる領域をカバーする学問に

変化（成長）した。日本分析化学会およびその会員は，その状況に対応できる形で

それぞれの場所で科学の発展に寄与することが生き残りの道ではなかろうか。

〔Takushi YOKOYAMA，九州大学大学院理学研究院，日本分析化学会九州支部長〕
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Analytical Sciences からのメッセージ

今 坂 藤太 郎

最近，「ジャックスよりアンゲバンテがいい」と言う人がいる。読者は，「あれか」

と，お気付きのことと思う。以前は J. Am. Chem. Soc. のインパクトファクターが

大きく，皆が競って投稿した。しかし，最近は Angew. Chem. Int. Ed. のほうが大

きい，との意である。研究者の中には，インパクトファクターに
とら

捉われるべきでな

いと言う人が少なくない。私も同感である。では，どのような雑誌がよい論文誌で

あろうか？

私が若い
ころ

頃，「プロレスで，どのチャンピオンベルトが一番価値があるか？」と

言う議論があった。有名なレスラーが，「強い挑戦者が目指すチャンピオンベルト

こそ最も価値がある」と言っていた。これを学術誌に置き換えると，「自分が日頃

読む，優れた論文が多数掲載され，投稿したいと思う雑誌，が最も価値がある」と

言うことになるだろう。

Analytical Sciences は，インパクトファクターが 1.735 になり，わが国における

主要な化学雑誌の中では，Chem. Lett. を抜いて最大である。また，全世界から無

料で読むことができる。たとえば，Google で ``Analytical Sciences'' と入力し，最

初に出てくる項目をクリックすれば，最新号にもアクセスできる。大学図書館も必

要ない。

インパクトファクターにより雑誌の価値が決まるわけではない。また，Analyti-

cal Sciences より値が大きく優れた論文誌があることは，皆様もよくご存知だろ

う。では，どうすれば Analytical Sciences の価値を高めることができるだろう

か？

Analytical Sciences の掲載率は，最近 30％程度である。年間約 1000 報の論文が

送付され，約 700 報の論文を不掲載にしている。しかし，雑誌の質を高めるに

は，もっとよい論文を集める必要があるだろう。では，どうすればよい論文が集ま

るだろうか？

Analytical Sciences は，論文審査を速やかにするため，今年から WEB 投稿シス

テムを運用開始することになった。投稿から出版までの時間の短縮には有効だろ

う。しかし，それだけでよい論文が集まるだろうか？

優れた論文が集まるかどうかは，審査の質によるところが大きい，と私は考えて

いる。論文を投稿して稚拙なコメントを受け取り，「二度と，こんな雑誌には投稿

したくない」と思われた方も少なくないと思う。私も
しか

然りである。たとえ投稿した

論文が掲載不可となっても，著者が見逃していた文献を指摘し，結果や考察に対す

る鋭い批評があれば，次回はより優れた論文を投稿したいと思うに違いない。質の

高い論文審査は雑誌の権威を高めるために欠くことができないものである。そし

て，その質の向上がひとえに会員諸氏のご支援に
よ

拠ることは，論をまたない。

以前，Analytical Sciences の編集委員から論文審査のお願いが私
あて

宛に来た。タイ

ミングも悪く，続けて 3 回お断りしてしまった。そのためか，後日学会からメー

ルを頂き，現職すなわち編集委員長を引き受けるようになった次第である（もちろ

ん歴代の編集委員長は立派な業績で選出されたと思うが）。もし，皆様のお手元に

編集委員から審査依頼が参りましたら，本誌の権威と質の向上のため，ぜひご支援

を賜りますよう，ここに改めてお願いする次第です（私と同じ
てつ

轍を踏まないために

も？）。

〔Totaro IMASAKA，九州大学大学院工学研究院，「Analytical Sciences」編集委員長〕
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はなききマーチン

下 田 満 哉

表題は，ロバート・ローソン著（白木 茂 訳）の児童文学です。かつて，イン

ターネットでこのタイトルを探したことがありますが見つからずがっかりしていた

ところ，最近になって「私の思いでの本」としてネット上で紹介されているのを見

つけました。1950 年代の古き良きアメリカが舞台です。夏休みにマーチンは寄宿

舎生活から解放されて田舎で自由な生活を送ります。少年は並はずれた
きゅう

嗅
かく

覚の持

ち主であり，湿気によって放出されるわずかな
にお

匂いによって天気の変化を予測でき

るし，友達のポケットの中のものもわかるのです。腕力ではかなわない年上の友達

クラウドが盗んだナイフをめぐって，怖くてたまらないのに殴られても彼を更正さ

せようとします。この物語は，家々から漂う生活の匂い，寝転がった麦わらの匂

い，少年，少女や大人の匂いというように登場するすべてのものを匂いで描写して

います。記憶の中の匂いと本の中の匂いが妙な現実味を帯びて私を物語の中に引き

ずり込みました。私が学生に「はなききマーチン」の話をすると皆ケラケラと笑い

ます。作り話をしていると思っているようです。私が食品の香りの分析化学的研究

を始めたキッカケがこの本にあるわけではありませんが，興味を抱き続けることが

できた潜在的な理由にはなっているかも知れません。

分析機器の性能の向上はとどまるところを知りませんが，匂いの分野ではいまだ

嗅覚に追いついていません。致命的なのは匂いの強度と質に関する情報が得られな

いことです。この分野におけるもっとも重要な分析法は GCOlfactometry（GC 検

出器として人の嗅覚を用いる）です。匂い濃縮物中の数百にも及ぶ化合物を，ある

程度の確かさで同定し定量することは数日中にもできますが，匂い化合物の複雑な

混合物として放たれる試料の匂いを分析データから特徴づけることは並大抵のこと

ではありません。そこで論文の記述においても，could や might のような助動詞が

論文の後半になっても度々登場することになります。

いうまでもなく味覚と嗅覚は独立した感覚であり，匂いの研究ではa紙に付けた

匂い濃縮物を鼻に近づけてクンクンと
か

嗅ぐし，味覚の研究では水溶液にして口に含

んだりします。意識的に“匂いとして”，あるいは“味として”知覚しようとしま

す。その物質が揮発性か不揮発性か，受容部位が嗅覚細胞か味覚細胞か，使用する

分析機器が GC か HPLC かというように，両者の間には明確な違いがあります

が，私たちは食事中にこれらをまったく区別していません。二十年来，私は
しょう

醤
ゆ

油

中に塩味を強く連想させる匂い物質が存在することを認めてきました。この匂いは

食塩の味を強めるだけでなく，アミノ酸の
うま

旨
み

味も増強します。味覚応答と嗅覚応答

が中枢レベルで錯綜しているようです？

私たちは未知なるもの，曖昧なものに強く
ひ

惹かれます。はなききマーチンの能力

を備えた分析機器の出現は，私を子供の世界に引き戻してくれるでしょうか。

〔Mitsuya SHIMODA，九州大学大学院農学研究院，日本分析化学会九州支部長〕
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分析化学からブレークスルーを

山 口 敏 男

分析化学の学問体系は幅広く，理学，工学，薬学，農学など異分野横断的であ

り，学会等では各分野の研究者の異なる視点からの討論を通して，分析する手法や

物質に対して新たな発想が生まれる。さらに，この新たな発想を実現するために，

研究者と企業が協力して産学連携事業が進めやすい分野である。これまで，種々の

分析化学手法の開発に伴い，バイオ，ナノ，界面等のキーワードに代表される細目

分野に多くのブレークスルーが生まれ，独自の学問分野に発展している。

分析化学はモノをはかる学問である。物質は，物質量（濃度），温度，圧力，時

間の関数として存在する。これらの一つの変数に対する限界に果敢に挑戦すること

により，ブレークスルーが生まれ，その先に新たなる学問体系が開けてくる。

筆者の研究室で開発したイメージングプレート検出器を用いた溶液 X 線回折装

置では，1 液体試料の測定に従来では数日間を要していたが，わずか 1 時間に短縮

された。当初，この装置案を X 線回折の専門家に相談したときには否定的な意見

ばかりであった。特定領域研究の代表者に「失敗を恐れていては新しいものはでき

ないからやってみなさい」という言葉に励まされて，企業と一緒に装置を試作し

た。この装置の開発により，濃度，温度，圧力の測定範囲を飛躍的に伸ばすことが

でき，高温高圧など極端条件下の超臨界流体や複雑な混合溶媒やナノ流体のミクロ

構造を分子レベルで明らかにする構造分析化学の発展につながった。

構造化学を専門にする研究者がよく聞かされる話に，「物質の構造を決定するだ

けでは道半ばで，さらにその構造から機能や物性を明らかにすることが大事であ

る」というのがある。分析化学でも，モノがはかれたことで満足していては道半ば

であり，その成果を基に新たなサイエンス・学問領域を発展させることが重要では

ないだろうか。このようなブレークスルーは，柔軟でチャレンジ精神が
おう

旺
せい

盛で，失

敗を恐れない若手の研究者に依存している。

九州支部では，このような観点から若手の活動を積極的に支援している。先日開

催された第 28 回九州分析化学若手の会夏季セミナーには，九州支部会員数 360 名

という規模にもかかわらず，九州一円の大学・高専・企業から若手の教員と学生を

合わせて 160 名の参加があった。2 日間寝食を共にしながら，ポスター発表や講演

会を通して活発な交流があった。また，春の若手の会講演会にも 110 名の参加が

あった。このような実りある楽しい活動を体験した若手研究者が分析化学会の会員

になってくれると信じている。また，このような若手交流が九州支部だけではな

く，他支部間（九州支部と北海道支部で実施）や日本全国規模で，さらにはアジア

の諸国を含めた国際的な規模でグローバルに開催されるようになれば，分析化学会

の未来は素晴らしいものになるであろう。

〔Toshio YAMAGUCHI，福岡大学理学部，日本分析化学会九州支部長〕
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Analytical Sciences の現状と将来展望

今 坂 藤太 郎

学会の存在意義が学術の発展にあるとすれば，学術雑誌の発行と論文の掲載は学

会の最も重要な活動の一つと言えよう。国際的な影響を考えるのであれば，英文誌

の重要性は論を俟たない。本会には，英文誌として Analytical Sciences がある。

そこで，本稿では質の向上に向けての本誌の取り組みについて紹介する。

本年 5 月に京都で ICAS2011 が開催された。その中で，本誌の編集委員会は

Open Caf áe を企画した。平成 22 年度編集担当理事は，国際的な分析化学誌のイン

パクトファクターの動向，本誌の採択率，著者の国別比率などを紹介した。次い

で，数名の編集委員からは，論文の採択に至る手順，審査における考え方などにつ

いて報告された。編集委員から，採否のポイントは論文の新規性であり，流行語の

使用は逆効果であること，高価な装置を使用しただけの論文は掲載の可能性が低い

ことなどが報告された。会場の参加者からは意外な印象を持たれたようである。最

後に，事務局の出版責任者から論文審査の流れ，出版における事務処理上の問題点

などが紹介された。

Open Caf áe では，今後の編集のあり方についても討論した。意見が分かれたの

は，一見して問題ありと思われる論文を，どのように取り扱うかという問題であ

る。現在，本誌では可能な限り審査員に送付してコメントを頂くか，編集委員自身

のコメントを付して著者に送付するように努力している。しかし，国外の参加者か

らは不要な作業であるという意見も述べられた。編集委員は年間 30 報程度の論文

を審査しており，かなりの負担を強いられている。もし，このような論文に対する

負担を軽減し，採択する論文の質を上げることに傾注すれば，より良質な学術誌を

発刊できるに違いない。それでよいかどうかは，今後の編集委員会で議論すること

になろう。

インパクトファクターが高い雑誌に優れた論文が投稿されるのであれば，本誌も

その増強を図る必要がある。最近，欧米の出版社発行の学術誌についてインパクト

ファクターが増大する傾向が顕著である。本誌も，次々に手を打ってはいる。たと

えば毎号の優れた論文を選定し，Hot Article として表彰している。今年は，Most

Cited Paper Award の授与を開始する予定である。平成 22 年度は 4 名の外国人編

集委員を迎え，国際化に努めている。今年度中には著者が自分の論文の現状を確認

できるシステムを運用開始する予定である。

しかし，欧米の商業誌と競争するには，今後新たな枠組みを構築する必要がある

と思われる。すなわち学術的な努力だけでなく，セールスプロモーションなどのマ

ネージメントの増強が望まれる。これによる編集作業の効率化・迅速化，サービス

の向上，収益性の改善などが期待される。現在，ICAS2011 はもちろん国内，アジ

アの諸学会でキャンペーンを展開して PR に努めているが，必ずしも十分な活動と

は言えない。わが国の学術誌の幾つかは廃刊や欧米の出版社への委託を余儀なくさ

れている。本誌のような独立性の高い雑誌は期待が持たれる一方，独善的に孤立す

る懸念がある。我々の改革の方向が正しいことを念じてやまない。

〔Totaro IMASAKA，九州大学大学院工学研究院，「Analytical Sciences」編集委員長〕
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先進性と信頼性の連携

片 山 佳 樹

近年，分析化学の独立性が危ぶまれるようになりつつあると感じている。大学に

おいても分析化学を銘打った講座が激減していることは周知の事実である。分析化

学会の会員数が減少の一途をたどっていることにも目をそらすべきではない。この

ままでは分析化学は独立した学問ではなく，各研究学問分野に付随した技術要素に

なってしまうのではないかと危惧している。もちろん，この事実の背景には，分析

化学に携わった先輩諸氏のご努力による，各種分析手法の成熟というものがあるで

あろう。各既存の分析技術は，いまや専門知識を有しない研究者や技術者でも利用

することが可能になってきている。では，分析化学は各分野に付随してしまうので

あろうか？ むしろ今こそ，分析化学とは何か，その存在価値を真摯に考えてみる

べき時期になったのではないかと考えている。

かく言う筆者も，ある時期，分析化学から離れていた。筆者は，分析化学と同時

に DDS や診断法の開発，バイオマテリアル開発等の研究も行っている。これら一

見分析化学とは無関係の研究にも，その開発した材料の物性評価，体内動態評価，

イメージング，新規診断のための物質検出法の研究等，多くの分析化学そのものの

研究が必須である。しかしながら，上記関連学会に行けば，そのような研究も多く

発表されており，情報交換が可能である。むしろ，使い手側の研究を行っている研

究者が多く，的確なニーズもつかむことができたのである。しかし，数年前から再

び分析化学会に参加するようになり，その価値を再認識した次第である。年会や討

論会で発表される研究内容には，多くの学ぶべきものがあり，別の目的で行われて

いる研究に応用可能で重要な研究が数多く見受けられた。もしも，ここに別分野の

多くのニーズが寄せられれば，どんなに多くの有用な分析化学が生み出されるであ

ろうと思うのである。ただ，惜しむらくは，多くの重要な研究が，その様な既存分

野以外のニーズを拾える状況にないことが，分析化学の価値が正当に認識されない

原因ではないかと考える。

分析化学には，未踏の分野，対象に対する分析手法を開発すると同時に，基礎に

立脚した信頼性を確保するという重要な使命がある。残念ながら，多くの異分野の

研究に付随する分析関連の研究には，新規性はあっても，信頼性を確保して実用に

足る成熟した分析方法に至る道筋が示されていない。このような現状が，新規な分

野における多くの技術の我が国における実用化を妨げているのではないかと愚考す

る。新規な分析手法を最終的に実用的技術に仕立て上げていくには，確固とした基

礎に裏付けされた信頼性の確保を可能とする研究が必須である。そのような潜在能

力を体系的に有しているのは，分析化学会をおいてほかにはない。今こそ，その様

な潜在的能力を，多くの計測手法を必要としている他分野へ示すときではないかと

期待している。会員諸兄の重要な技術を
い

活かすためにも，多くのニーズを取り込む

仕組みを考えてみてはいかがであろうか。

〔Yoshiki KATAYAMA，九州大学大学院工学研究院，日本分析化学会九州支部長〕
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研究マインドとセレンディピティ

甲 斐 雅 亮

最近の学生の企業への就職活動には，私の経験したことのない厳しさが感じられ

る。私の研究室の学生は，年間 20～40 の企業にエントリーし，約 3～6 ヶ月間，

会社の説明会や面接に臨んでいる。このような状況は，日本経済の不況も一因では

あるが，IT 普及により，より多くの情報が容易に入手できるようになり，企業も

学生も，よりマッチした相手を求めるようになったことも原因として考えられる。

その是非はともかく，ハードな就職活動を余儀なくされている学生の研究マインド

にも，徐々に変化が生じ始めていることに懸念を感じる。

学生は，多くの企業の面接を経験し，その度に研究内容や志望動機等の説明が求

められている。その経験で学生が得るものは，
えん

演
えき

繹的論理を重視した話術であると

思う。演繹的論理とは，順序立てた仮説のもとに実験計画を立て，順次実験を行

い，自分の期待する結論へ導く思考法である。この演繹的思考の展開は，説得力も

あり，科学論文の作成には，大いに役立つ。しかし，私の若いときの経験では，自

分の立てた筋書きどおりの実験結果と結論が得られることは極めて
まれ

稀であった。多

くの場合，個々の実験データの
しん

信
ぴょう

憑 性を追及しつつ，多角的な実験を繰り返し，

さらに，得られた多くの実験データを解析して，新たな結論へ導く帰納的思考力が

必要であった。

しかしながら，演繹的論理に慣れている学生は，科学研究における帰納的思考力

の重要性を軽視しているのではないかと危惧される。私の研究室の学生は，核酸や

タンパク質に関与する新しい分析法の開発を，大きな研究テーマにしている。「新

しい分析法」といっても，従来の方法を改良工夫した方法論の研究から，極めて独

創性の高い分析法の開発研究まで，質的にかなり違いがある。いずれにしても，短

期的にポジティブな結果が得られ，結論として演繹的論理が容易に展開しやすい従

来の分析法を改良工夫する研究テーマに，人気があるようである。一方，独創性の

高いテーマを与えられた学生は，過去の実験データと参考論文が乏しく，かつ，時

として，帰納的論理が求められるので，ネガティブ結果が得られたときは説明がで

きず，落胆度も大きく，研究マインドが急速に喪失していくようである。

このようなとき，私は，学生の研究マインドを鼓舞するために，「ネガティブ結

果の中に，新事実が隠れ住んでおり，世紀の大発見であるダイナマイトやポリエチ

レン等は，ネガティブ結果から生まれたのだよ」と言って，研究におけるセレン

ディピティ（Serendipity）を説いている。Serendipity とは，辞書では，「思わぬ

ものを偶然に発見する才能」と説明されているが，単に偶然ではなく，科学研究で

はネガティブ結果を精査し，洞察することによって，それから新たな大発見や大原

則を生み出す起死回生の方策に使われる言葉である。これまで，私どもの研究で

も，世紀の大発見とはいかないが，新しい検出反応等の発見は，このセレンディピ

ティに負うところが多い。これからは，ネガティブ結果に落胆せず，それを研究の

魅惑の源と感じることができる研究志向型学生の育成も重要と考える。

〔Masaaki KAI，長崎大学大学院医歯薬学総合研究科，日本分析化学会九州支部長〕
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何か得体の知れぬもの

原 田 明

最近では PM2.5，2 年前からはヨウ素，セシウム，ストロンチウム，ラジウム

等放射性元素，少し遡れば，メタミドフォス，もっと遡ってダイオキシンや内分泌
かく

攪
らん

乱物質，フロンガスや二酸化炭素等の化学物質，長い歴史を有するヒ素やタリウ

ム，カドミウムや水銀等の元素，アスベスト等の固体物質，再び現在に戻って，身

近に溢れているものの影響が必ずしも明確ではない食品添加物や揮発性有機物質，

研究現場に溢れつつあるのはナノ物質，等々。思うまま羅列しても，分析対象とな

る化学種や物質は多様かつ多種で，測定結果（分析結果）が，社会を騒がせるのが

常態と化しているように思える。

セシウムやヒ素，メタミドフォス等の極めて深刻なものと，騒ぎ過ぎでどうかと

思われるものとを同列に扱うのも気が引けるが，何にせよ，分析の重要性は言うに

及ばない。ただ，「分析データは，（往々にして）数字の一人歩きをする」のだ。だ

からこそだが，分析データの取得や解析においては真摯でありたい。そして，「分

析には試料が必要である」ことを忘れたくはないものだ。―カギ括弧内は，日本分

析化学会編「基本分析化学」（朝倉書店，2004 年，ISBN4254140665，22 頁）

より引用，丸括弧内は追記―

上記，昨年度末に“九州支部ニュース”の原稿依頼を受けて執筆した際に，

PM2.5 騒ぎに浮き立つマスメディアを眺めて持った雑感の加筆再録である。もち

ろん，このお祭り騒ぎで注目が集まり，長く，ミクロ物質の分析化学に携わってき

た技術者・科学者の努力が報われ，かつ，新しいミクロ分析の技術が発展すること

を歓迎してもいたのではあるが，一方で，科学を知らない輩（としか思えない解説

者，コメンテーター等々）のお気楽なコメントが目に耳に余るのが困りものとも感

じての一筆。

言うまでもなく，機器分析装置は進化を重ね，驚くほど高感度かつ高度な分析情

報を短時間で得られるようになってきている。先日は，九州支部“分析化学若手の

会”の“春の講演会”にて，食品中の残留農薬やカビの産生物等の分析について話

を伺う機会があった。測定すると少なからぬ問題化学種について未検出ということ

が，ほぼなく，定量できる（できてしまう）とのこと。それが，場合によっては，

問題となるレベルを
はる

遙かに下回っていても，検出されたと言うだけで大騒ぎになり

得る。

計れるのは良いが，計った結果は一人歩きして“何か得体の知れぬもの”を醸造

する室となり得る。“何か得体の知れぬもの”への不安を商売に結びつけるのが，

あらゆる場面で悪いとは私には言い切れないものの，
いたずら

徒 に不安を
あお

煽る輩に対して

は，科学的な立場から真摯かつ有意義な見識を示し，
いさ

諫めていくのが公益に
かな

適う行

動であるに違いない。公益社団法人日本分析化学会にも期待するところである。

〔Akira HARATA，九州大学大学院総合理工学研究院，日本分析化学会九州支部長〕
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Food Analysis

松 井 利 郎

この度，2014 年度の九州支部長を拝命し，はや数ヶ月が経とうとしておりま

す。この勢いで？ 何とか無事に 1 年間の責務を全うすることができればと願っ

ている次第です。なお，来年度は九州支部担当による年会が福岡市で行われます。

本年度の活動がうまく年会の準備に連動すればこれもまた幸いと考えております。

支部活動を通じて何度か支部長挨拶をする機会があります。そのたびに「分析化

学」は様々な科学分野においての基幹学問であり，分析化学を共通言語としてさら

に深化した異分野交流を活発にしましょう
など

等と述べております。翻って，国立大学

法人に移行した現在，果たしてそのような交流が活発な環境となっているでしょう

か。文科省 HP で公開されている国立大学法人化の中間検証事項をみると，質の高

い教育効果の達成を
うた

謳っている反面，教員 1 名に対する学生数は 6 人以上であ

り，また学生にとっては授業数増加で何かと忙しい状況のようです。外の空気を吸

う時間的・身体的余裕が増したとはいえないのが実情のような気がします。

さて，主宰する食品分析学研究室は「食品機能」を分析することを専門とします

が，個別分析だけでは食機能を追究することができない曖昧
も

模
こ

糊とした分野のひと

つと考えます。食品成分の腸管吸収を調節するポリフェノールなどは好例で，相乗

的あるいは相殺的に働く共存成分にも配慮が必要となります。また，食品を摂取し

たあとの消化，吸収，代謝過程の把握は重要であり，ひとつの対象成分のみにこだ

わった in vitro 研究を進めると大きな落とし穴に陥ることもあります。したがっ

て，“木を見て森を見ず”ではありませんが，多成分混合系である食品を分析化学

するにはより広い視野を持つ学生を育てる必要があります。また，近年の装置は高

度化・無人化し，迅速かつ高選択的に対象成分を分析することが可能ですが，“数

値を見てクロマト・装置を見ず”の学生も多く，彼らに分析システムを理解させ，

装置に愛着（興味）をもたせることも肝要です。なお，農学系では分析化学を冠し

た研究室は
まれ

稀であり，
やや

動もすると井の中の
かわず

蛙 になる危険を
はら

孕んでいます。私はも

ちろん学生にとっても積極的な本学会参加は貴重であり，刺激を受けている次第で

す。

最後に，学生にとって大学とは，知の創造に満ちた最高学府と考えてくれている

はずです。教員の使命は，その期待に見合う知を教授することにあります。教員，

学生が調和して新たな知を創造するには基幹分野である分析化学を通した異分野交

流は最良の場かもしれません。

〔Toshiro MATSUI，九州大学大学院農学研究院，日本分析化学会九州支部長〕
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キャリア教育の導入による JABEE
教育プログラムの強化

肥 後 盛 秀

キャリア教育の重要性が指摘されていますが，理系の教育プログラムにおいて，

新たにキャリア教育を導入するにはどうすれば良いのか難しい問題です。理系の学

生には日々継続的な専門科目の学習とともに，実験・実習や研究が要求されていま

す。キャリア教育を表面的に捉えて安易にこの科目を新設すると，学生の勉学の負

担を増してしまいます。そもそもキャリア教育導入は長引く景気の低迷により総じ

て就職内定率が低下したことに端を発していますが，本来の目的は，大学全入時代

を迎えて将来へのビジョンを持たずに入学する，または高等学校までの教育課程の

中で十分に考え抜く力を醸成できていない学生が増えたことへの対応にあります。

したがって，就職難の問題のみの対策として画一的なキャリア教育科目を導入する

のではなく，それぞれの教育課程の事情に応じた柔軟な教育プログラムの構築が必

要だと思います。特に日本技術者教育認定機構（JABEE）教育プログラムを導入

している全国の大学の日本及び国際社会に貢献できる学生の人財輩出に期待すると

ころが大きいことを
かんが

鑑 みれば，既に導入されている JABEE 教育プログラム内の

キャリア教育に該当する関連項目を補強し充実させることが現実的であり効果的で

す。

キャリア教育は激しい競争社会において卒業・修了生が不測の事態に直面した

時，その状況を好機に変えることのできる知恵と工夫，すなわち考え方や意思決定

のための「枠組み」を教えることだと思います。これは JABEE 教育の基幹である

「デザイン能力」の養成に対応します。「デザイン能力」とは，与えられた研究課題

の解答が明確ではない場合，あるいは複数の解答があると考えられる場合におい

て，各人がそれぞれの得意とする方法や手段を用いて適切な解答に
たど

辿り着く能力の

ことです。理系学生の最大の強みは，卒論や修論において論理的な思考力を身につ

ける訓練の機会に恵まれていることです。したがって，学生が学業や研究とその発

表のプロセスにおいて，身に付けた基礎及び専門知識を最大限に活用して PDCA

サイクルを駆使していけば，研究課題の解決と同様に就職や進路などの人生上の問

題も乗り越えられるはずです。このことに私たち教員が意識して，日々学生に専門

教育を行っていくことが大切だと思います。

JABEE プログラム修了者が技術士補となり，更に高い技術者倫理を備えた技術

士となり，その存在の重要性が社会的に認められ広く受け入れられていくために

は，技術者としての高度なテクニックとそれを支える人間性が芽生える素地を準備

することが高等教育機関には必要だと思います。JABEE 教育においては，エンジ

ニアリングデザイン能力やコミュニケーション能力，またチームで作業する能力の

養成を重視します。理系教育において専門的なテクニックを身につけることは大前

提であることは言うまでもありませんが，今社会が期待する理系学生はテクニック

と人間性の両面を兼ね備えた人財だと思います。JABEE 教育プログラムへのキャ

リア教育の導入とともに，人間としての
たくま

逞 しさや辛抱強さといった精神的な教育

や豊かな人間性を養成する重要性を切実に感じています。

〔Morihide HIGO，鹿児島大学大学院理工学研究科，日本分析化学会九州支部長〕
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ある地方大学教授のつぶやき

竹 中 繁 織

平成 28 年度の九州支部長を務めさせていただいています九州工業大学の竹中

繁織です。平成 28 年 4 月に突然地震が熊本と大分を襲いました。これにより熊

本，大分地区に多くの被害をもたらしました。まずは，この度の熊本と大分の地震

により被災された皆様，ならびにそのご家族の皆様に心よりお見舞い申し上げま

す。皆様の安全と被災地の一日も早い復興を心よりお祈り申し上げます。私は，九

州大学の高木 誠（故人）の研究室の助手として採用され，現在は九州工業大学の

教授として分析化学に関与させて頂いております。平成 28 年度は，九州支部が設

立されてから 60 周年となります。そのため，本年 11 月に記念式典を行います。ま

た，九州支部では，他学会の九州支部と合同で毎年 7 月初めに 1000 人規模の化学

関連支部合同九州大会を行っております。本年度，分析化学会九州支部が担当とな

り第 53 回大会を行いました。このような時期に支部長を拝命したことは高木教授

より分析化学会九州支部にもっと貢献しなさいと言われているような気がしてなり

ません。

私が高木教授のもと，助手だったころから大学も大きく変わってきました。文部

科学省も各大学は各大学の強みを
い

活かした大学運営を行うことを期待しています。

この流れに沿って文部科学省は各大学にミッション再定義を提案させ，研究大学と

教育大学に差別化しています。教育大学に対しては，教育改革に関する教育改革の

ための競争的資金によって教育改革を促しています。今後加速化する少子高齢化社

会においては現在の国立大学法人のうち，十分の一しか必要でなくなると言われて

います。文部科学省はこれまで幾度も大学改革を行ってきました。しかし，文部科

学省の改革ごとに大学教員の論文数と論文のインパクトファクターが下がってきて

います。大学院学生においても修士一年の後半から就職活動が始まり，学生たち

は，研究の合間に活動するのではなくそれだけにかかりきりとなっています。研究

室で鍛えることもできず学生を社会に送り出さざるを得ない状況です。このような

大学の現状を考えると大学はどうなってしまうのか，大学で研究ができるのか，研

究室で鍛えた学生を社会に輩出することができるだろうかと思ってしまいます。

最近の大学の状況を見るにつけて大学のマイナスの面を強調してしまいました。

しかし，まだ大学教員は好きな研究をやろうと思えばできる状況が残されていま

す。大学に入学してきた学生たちも学問や研究の面白さをわからないわけではない

と信じています。最終的な結論は，どんな状況にあっても良い研究を頑張っていれ

ば道は
ひら

拓けるということです。嫌なことだとなかなかできませんが，好きなことだ

と寝食忘れてのめり込むことができます。分析化学は，分子の情報を科学で解明す

る素晴らしい学問です。年寄りもまだまだ頑張りますが，どんな状況であっても分

析化学を志す若手の研究者には，あなたの素晴らしい個性で好きな研究を行い，世

界に挑んで頂きたいと祈念いたします。

〔Shigeori TAKENAKA，九州工業大学大学院工学研究院，日本分析化学会九州支部長〕
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分析化学会九州支部役員名簿（ － 年）

 
年度 平成 年度

支部長  今任 稔彦 （九州大学大学院工学研究院） 
副支部長 中野 幸二 （九州大学大学院工学研究院） 
副支部長 堀口 大吉 （㈱同仁化学研究所） 
庶務幹事 宗 伸明 （九州大学大学院工学研究院） 
会計幹事 内村 智博 （九州大学大学院工学研究院） 
 

年度 平成 年度

支部長  山口 政俊 （福岡大学薬学部） 
副支部長 大庭 義史 （長崎国際大学薬学部） 
副支部長 屋形 直明 （化学物質評価研究機構久留米事業所） 
庶務幹事 能田 均 （福岡大学薬学部） 
会計幹事 吉田 秀幸（福岡大学薬学部） 
  

年度 平成 年度

支部長  横山 拓史 （九州大学大学院理学研究院） 
副支部長 冨安 卓滋 （鹿児島大学理学部） 
副支部長 岩永 達人 （㈱九州産業 環境分析センター） 
庶務幹事 梅林 泰宏 （九州大学大学院理学研究院） 
会計幹事 岡上 吉広 （九州大学大学院理学研究院） 
  

年度 平成 年度

支部長  下田 満哉 （九州大学大学院農学研究院） 
副支部長 井上 高教 （大分大学工学部） 
副支部長 横下正彦 （㈱キューサイ分析研究所） 
庶務幹事 井倉 則之 (九州大学大学院農学研究院） 
会計幹事 野間 誠司 （九州大学大学院農学研究院） 
  
  

年度 平成 年度

支部長  山口 敏男 （福岡大学理学部） 
副支部長 神崎 亮 （鹿児島大学大学院理工学研究科） 
副支部長 柳 雅之 （(株)三井化学分析センター大牟田分析部） 
庶務幹事 塩路 幸生 （福岡大学理学部） 
会計幹事 吉田 亨次 （福岡大学理学部） 
  

年度 平成 年度

支部長  片山 佳樹 （九州大学大学院工学研究院） 
副支部長 井原 敏博 （熊本大学大学院自然科学研究科） 
副支部長 池上 天 （株式会社 同仁化学研究所） 
庶務幹事 村田 正治 （九州大学大学院医学研究院） 
会計幹事 森 健 （九州大学大学院工学研究院） 
  

年度 平成 年度

支部長  甲斐 雅亮 （長崎大学大学院医歯薬学総合研究科） 
副支部長 浜瀬 健司 （九州大学大学院薬学研究院） 
副支部長 澤津橋 徹哉 （三菱重工業㈱ 技術統括本部 長崎研究所） 
庶務幹事 椛島 力 （長崎大学大学院医歯薬学総合研究科） 
会計幹事 柴田 孝之 （長崎大学大学院医歯薬学総合研究科） 
  

年度 平成 年度

支部長  原田 明 （九州大学大学院総合理工学研究院） 
副支部長 吉留 俊史 （鹿児島大学院理工研究科） 
副支部長 田嶋 晴彦（化学物質評価研究機構久留米事業所） 
庶務幹事 石岡 寿雄 （九州大学院 総合理工研究院） 
会計幹事 礒田 美紀 （九州大学院 総合理工研究院） 
  

年度 平成 年度

支部長  松井 利郎 （九州大学大学院農学研究院） 
副支部長 井上 高教 （大分大学工学部) 
副支部長 佐藤 正雄 （福岡市環境局保健研究所） 
庶務幹事 井倉 則之 （九州大学大学院農学研究院） 
会計幹事 田中 充 （九州大学大学院農学研究院） 
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分析化学会九州支部役員名簿（ － 年）

 
年度 平成 年度

支部長  今任 稔彦 （九州大学大学院工学研究院） 
副支部長 中野 幸二 （九州大学大学院工学研究院） 
副支部長 堀口 大吉 （㈱同仁化学研究所） 
庶務幹事 宗 伸明 （九州大学大学院工学研究院） 
会計幹事 内村 智博 （九州大学大学院工学研究院） 
 

年度 平成 年度

支部長  山口 政俊 （福岡大学薬学部） 
副支部長 大庭 義史 （長崎国際大学薬学部） 
副支部長 屋形 直明 （化学物質評価研究機構久留米事業所） 
庶務幹事 能田 均 （福岡大学薬学部） 
会計幹事 吉田 秀幸（福岡大学薬学部） 
  

年度 平成 年度

支部長  横山 拓史 （九州大学大学院理学研究院） 
副支部長 冨安 卓滋 （鹿児島大学理学部） 
副支部長 岩永 達人 （㈱九州産業 環境分析センター） 
庶務幹事 梅林 泰宏 （九州大学大学院理学研究院） 
会計幹事 岡上 吉広 （九州大学大学院理学研究院） 
  

年度 平成 年度

支部長  下田 満哉 （九州大学大学院農学研究院） 
副支部長 井上 高教 （大分大学工学部） 
副支部長 横下正彦 （㈱キューサイ分析研究所） 
庶務幹事 井倉 則之 (九州大学大学院農学研究院） 
会計幹事 野間 誠司 （九州大学大学院農学研究院） 
  
  

年度 平成 年度

支部長  山口 敏男 （福岡大学理学部） 
副支部長 神崎 亮 （鹿児島大学大学院理工学研究科） 
副支部長 柳 雅之 （(株)三井化学分析センター大牟田分析部） 
庶務幹事 塩路 幸生 （福岡大学理学部） 
会計幹事 吉田 亨次 （福岡大学理学部） 
  

年度 平成 年度

支部長  片山 佳樹 （九州大学大学院工学研究院） 
副支部長 井原 敏博 （熊本大学大学院自然科学研究科） 
副支部長 池上 天 （株式会社 同仁化学研究所） 
庶務幹事 村田 正治 （九州大学大学院医学研究院） 
会計幹事 森 健 （九州大学大学院工学研究院） 
  

年度 平成 年度

支部長  甲斐 雅亮 （長崎大学大学院医歯薬学総合研究科） 
副支部長 浜瀬 健司 （九州大学大学院薬学研究院） 
副支部長 澤津橋 徹哉 （三菱重工業㈱ 技術統括本部 長崎研究所） 
庶務幹事 椛島 力 （長崎大学大学院医歯薬学総合研究科） 
会計幹事 柴田 孝之 （長崎大学大学院医歯薬学総合研究科） 
  

年度 平成 年度

支部長  原田 明 （九州大学大学院総合理工学研究院） 
副支部長 吉留 俊史 （鹿児島大学院理工研究科） 
副支部長 田嶋 晴彦（化学物質評価研究機構久留米事業所） 
庶務幹事 石岡 寿雄 （九州大学院 総合理工研究院） 
会計幹事 礒田 美紀 （九州大学院 総合理工研究院） 
  

年度 平成 年度

支部長  松井 利郎 （九州大学大学院農学研究院） 
副支部長 井上 高教 （大分大学工学部) 
副支部長 佐藤 正雄 （福岡市環境局保健研究所） 
庶務幹事 井倉 則之 （九州大学大学院農学研究院） 
会計幹事 田中 充 （九州大学大学院農学研究院） 
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年度 平成 年度

支部長  肥後 盛秀 （鹿児島大学大学院理工学研究科） 
副支部長 財津 慎一 （九州大学大学院工学研究院) 
副支部長 木下 将和 （京セラ株式会社鹿児島国分工場） 
庶務幹事 満塩 勝 (鹿児島大学大学院理工学研究科) 
会計幹事 中島 常憲 （鹿児島大学大学院理工学研究科) 
  

年度 平成 年度

支部長  竹中 繁織 （九州工業大学大学院工学研究院） 
副支部長 王子田 彰夫 （九州大学大学院薬学研究院） 
副支部長 満尾 良弘 （日鉄住金テクノロジー株式会社） 
庶務幹事 佐藤 しのぶ （九州工業大学大学院工学研究院） 
会計幹事 末田 慎二 （九州工業大学大学院情報工学研究院） 

学会賞・奨励賞等受賞者一覧（ － 年）

九州支部

学会賞

2006 年度 (平成 18 年度) 

脇田久伸 （福岡大学理学部）

「新規Ｘ線分析装置の開発とこれを用いる溶存金属錯イオンの局所構造と電

子状態の研究」

2007 年度 (平成 19 年度) 

中島 憲一郎（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科）

「蛍光及び化学発光検出高速液体クロマトグラフ法の開発と薬物の実用分

析」

2008 年度 (平成 20 年度) 

山田 淳（九州大学大学院工学研究院）

「光と分子の強い相互作用に基づく化学計測と分析科学的展開」

2010 年度 (平成 22 年度) 

山口 政俊（福岡大学）

「生体成分のＨＰＬＣ 蛍光・化学発光誘導体化法の開発と医療分析への

展開」

2011 年度 (平成 23 年度) 

吉村 和久（九州大学大学院理学研究院）

「固相を用いた分析化学とその地球化学への応用」

2013 年度 (平成 25 年度) 

山口 敏男（福岡大学理学部）

「量子ビームを用いる溶液状態分析法の開発とその応用に関する研究」

2014 年度 (平成 26 年度) 

谷口 功（熊本大学）

「機能電極を用いた生体分子の生物電気分析化学的解析とその応用」
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年度 平成 年度

支部長  肥後 盛秀 （鹿児島大学大学院理工学研究科） 
副支部長 財津 慎一 （九州大学大学院工学研究院) 
副支部長 木下 将和 （京セラ株式会社鹿児島国分工場） 
庶務幹事 満塩 勝 (鹿児島大学大学院理工学研究科) 
会計幹事 中島 常憲 （鹿児島大学大学院理工学研究科) 
  

年度 平成 年度

支部長  竹中 繁織 （九州工業大学大学院工学研究院） 
副支部長 王子田 彰夫 （九州大学大学院薬学研究院） 
副支部長 満尾 良弘 （日鉄住金テクノロジー株式会社） 
庶務幹事 佐藤 しのぶ （九州工業大学大学院工学研究院） 
会計幹事 末田 慎二 （九州工業大学大学院情報工学研究院） 

学会賞・奨励賞等受賞者一覧（ － 年）

九州支部

学会賞

2006 年度 (平成 18 年度) 

脇田久伸 （福岡大学理学部）

「新規Ｘ線分析装置の開発とこれを用いる溶存金属錯イオンの局所構造と電

子状態の研究」

2007 年度 (平成 19 年度) 

中島 憲一郎（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科）

「蛍光及び化学発光検出高速液体クロマトグラフ法の開発と薬物の実用分

析」

2008 年度 (平成 20 年度) 

山田 淳（九州大学大学院工学研究院）

「光と分子の強い相互作用に基づく化学計測と分析科学的展開」

2010 年度 (平成 22 年度) 

山口 政俊（福岡大学）

「生体成分のＨＰＬＣ 蛍光・化学発光誘導体化法の開発と医療分析への

展開」

2011 年度 (平成 23 年度) 

吉村 和久（九州大学大学院理学研究院）

「固相を用いた分析化学とその地球化学への応用」

2013 年度 (平成 25 年度) 

山口 敏男（福岡大学理学部）

「量子ビームを用いる溶液状態分析法の開発とその応用に関する研究」

2014 年度 (平成 26 年度) 

谷口 功（熊本大学）

「機能電極を用いた生体分子の生物電気分析化学的解析とその応用」
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学会功労賞

2007 年度 (平成 19 年度) 

飯盛 喜代春（佐賀大学名誉教授）

「学会への貢献と微量成分の分析試薬開発および地域環境分析」

2008 年度 (平成 20 年度) 

高舘 明（第一薬科大学）

「クマリンフルオロフォアの蛍光制御に基づく蛍光試薬開発と

学会への貢献」

2009 年度 (平成 21 年度) 

田端 正明（佐賀大学名誉教授）

「ポルフィリンを用いる超微量化学分析法の研究と学会への貢

献」

2012 年度 (平成 24 年度) 

財津 潔（九州大学名誉教授）

「バイオメディカル分野における新規蛍光分析法の開発と学会への

貢献」

2014 年度 (平成 26 年度) 

松本 清（崇城大学生物生命学部）

「食品評価のための分析法の開発と学会への貢献」

先端分析技術・機器開発賞

評価技術賞

2013 年度 (平成 25 年度) 

戸田 敬（熊本大学大学院自然科学研究科）

「マイクロガス分析システムの開発と環境分析への応用」

奨励賞

2007 年度 (平成 19 年度)

永谷 広久（長崎大学工学部）

「液液界面における機能性色素の分光電気化学的研究」

2008 年度 (平成 20 年度) 

内村 智博（九州大学大学院工学研究院）

「多光子イオン化質量分析法の高性能化とその応用」

2009 年度 (平成 21 年度) 

宗 伸明 （九州大学大学院工学研究院）

「細胞機能解析を指向した小分子蛍光プローブ群の創製と応用」

2011 年度 (平成 23 年度) 

岸川 直哉 （長崎大学大学院医歯薬学総合研究科）

「蛍光・化学発光反応に基づく高選択的検出法の開発と生

体分析への応用」

2012 年度 (平成 24 年度) 

北村 裕介 （熊本大学大学院自然科学研究科）

「金属錯体の特異的な形成および相互作用を利用した新規核酸プ

ローブの開発」

児玉谷 仁 （鹿児島大学大学院理工学研究科）

「ルテニウム錯体化学発光反応におけるコリアクタント分子構造の最

適化および環境・生体・食品中微量物質の分析」

佐藤 しのぶ （九州工業大学大学院工学研究院）

「超分子相互作用を利用した電気化学的遺伝子検出法の構築」

2013 年度 (平成 25 年度) 

大平 慎一（熊本大学大学院自然科学研究科）

「物質の相間移動に基づくオンライン分析デバイスの開発」

2015 年度 (平成 27 年度) 

石松 亮一（九州大学大学院工学研究院）

「界面イオン移動および電極反応の分析化学的応用」

2016 年度 (平成 28 年度) 

田中 充（九州大学農学研究院生命機能科学部門）

「生理活性低分子ペプチドの体内吸収性評価に関する分析化学的研究」
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学会功労賞

2007 年度 (平成 19 年度) 

飯盛 喜代春（佐賀大学名誉教授）

「学会への貢献と微量成分の分析試薬開発および地域環境分析」

2008 年度 (平成 20 年度) 

高舘 明（第一薬科大学）

「クマリンフルオロフォアの蛍光制御に基づく蛍光試薬開発と

学会への貢献」

2009 年度 (平成 21 年度) 

田端 正明（佐賀大学名誉教授）

「ポルフィリンを用いる超微量化学分析法の研究と学会への貢

献」

2012 年度 (平成 24 年度) 

財津 潔（九州大学名誉教授）

「バイオメディカル分野における新規蛍光分析法の開発と学会への

貢献」

2014 年度 (平成 26 年度) 

松本 清（崇城大学生物生命学部）

「食品評価のための分析法の開発と学会への貢献」

先端分析技術・機器開発賞

評価技術賞

2013 年度 (平成 25 年度) 

戸田 敬（熊本大学大学院自然科学研究科）

「マイクロガス分析システムの開発と環境分析への応用」

奨励賞

2007 年度 (平成 19 年度)

永谷 広久（長崎大学工学部）

「液液界面における機能性色素の分光電気化学的研究」

2008 年度 (平成 20 年度) 

内村 智博（九州大学大学院工学研究院）

「多光子イオン化質量分析法の高性能化とその応用」

2009 年度 (平成 21 年度) 

宗 伸明 （九州大学大学院工学研究院）

「細胞機能解析を指向した小分子蛍光プローブ群の創製と応用」

2011 年度 (平成 23 年度) 

岸川 直哉 （長崎大学大学院医歯薬学総合研究科）

「蛍光・化学発光反応に基づく高選択的検出法の開発と生

体分析への応用」

2012 年度 (平成 24 年度) 

北村 裕介 （熊本大学大学院自然科学研究科）

「金属錯体の特異的な形成および相互作用を利用した新規核酸プ

ローブの開発」

児玉谷 仁 （鹿児島大学大学院理工学研究科）

「ルテニウム錯体化学発光反応におけるコリアクタント分子構造の最

適化および環境・生体・食品中微量物質の分析」

佐藤 しのぶ （九州工業大学大学院工学研究院）

「超分子相互作用を利用した電気化学的遺伝子検出法の構築」

2013 年度 (平成 25 年度) 

大平 慎一（熊本大学大学院自然科学研究科）

「物質の相間移動に基づくオンライン分析デバイスの開発」

2015 年度 (平成 27 年度) 

石松 亮一（九州大学大学院工学研究院）

「界面イオン移動および電極反応の分析化学的応用」

2016 年度 (平成 28 年度) 

田中 充（九州大学農学研究院生命機能科学部門）

「生理活性低分子ペプチドの体内吸収性評価に関する分析化学的研究」
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九州分析化学会賞

2006 年度 (平成 18 年度) 

松本 清 （九州大学大学院農学研究院生物機能化学部門） 
「食品の品質・機能性・安全性評価に関する分析化学的研究」 

石黒 慎一 （九州大学大学院理学研究院化学部門） 
「イオン溶媒和への分析化学的アプローチ」 

實政 勲 （熊本大学大学院自然科学研究科理学専攻） 
「水溶液中での異種溶質間相互作用に関する研究」 

2007 年度 (平成 19 年度) 

吉田 烈 (崇城大学工学部ナノサイエンス学科） 
「水溶性カリックスアレーンを用いる分離・分析化学に関する研究」 

城 昭典 (熊本大学大学院自然科学研究科産業創造工学専攻) 
「高機能性イオン捕集剤の開発と応用に関する研究」 

2008 年度 (平成 20 年度) 

山口 政俊 (福岡大学薬学部） 
「HPLC-蛍光・化学発光検出に基づく生体関連物質の計測と医療分

析化学への展開」 
大森 保 （琉球大学理学部） 

「サンゴ礁島嶼系における炭酸塩物質の環境化学的研究」 
2009 年度 (平成 21 年度) 

山口 敏男 (福岡大学理学部) 
「X 線および中性子線を用いる溶液状態分析法の開発とその応用に関する

研究」 
2010 年度 (平成 22 年度) 

今任 稔彦（九州大学工学研究院応用化学部門） 
「流れ系を用いる化学・バイオセンサの高機能化に関する研究」 

2011 年度 (平成 23 年度) 

財津 潔 （九州大学名誉教授） 
「バイオメディカル分野における高機能標識試薬及び分析法の創成」 

2012 年度 (平成 24 年度) 

横山 拓史 (九州大学理学研究院) 
「アルミニウムとケイ素の環境分析化学」 

2013 年度 (平成 25 年度) 

甲斐 雅亮 (長崎大学大学院医歯薬学総合研究科) 
「タンパク質及び核酸の蛍光・化学発光検出法の開発と病態診断への応用」 

2014 年度 (平成 26 年度) 

下田 満哉 (九州大学大学院農学研究院) 
「香気成分の動態と香りの評価に関する分析化学的研究」 

2015 年度 (平成 27 年度) 

原田 明 (九州大学大学院総合理工学研究院) 
「光ビーム照射で生じる諸現象の高感度・高精度計測に基づいた分子情報の

未開拓領域探索法の探求」 
2016 年度 (平成 28 年度) 

肥後 盛秀 (鹿児島大学大学院理工学研究科) 
「金属薄膜の形態制御と分析化学における利用に関する研究」 

九州分析化学奨励賞

2006 年度 (平成 18 年度) 

藤森 崇夫（九州大学大学院理学府） 
「イオン液体中での溶媒イオンの異性化と金属イオン配位」 

紫垣 修平（九州大学大学院工学府） 
「ゲノム創薬を指向した細胞内プロテインキナーゼシグナル網羅

的解析法の開発」 
大橋 弘範（九州大学大学院理学府） 

「X 線光電子分光法（XPS）と 197Au Mössbauer 分光法を組み合わせた二

酸化マンガンに吸着した金の状態分析」 
一瀬 文雄（（財）化学物質評価研究機構 職員） 

「エキシマー蛍光誘導体化法に基づくヒスタミンの高感度・高選択的 HPLC
法の開発とその生体試料への応用」 

2007 年度 (平成 19 年度) 

大石 潤 （九州大学大学院システム生命科学府） 
「高分子および金ナノ粒子を利用した新規細胞内シグナル検出法の開発」 

中村 心一 （長崎大学大学院医歯薬学総合研究科） 
「乱用薬物の高感度計測法の開発と応用」 

吉武 誠 （祐徳薬品工業株式会社研究開発部・職員） 
「蛍光共鳴エネルギー移動に基づく生理活性物質の高

選択的定量法の開発」 
瀬戸 大輔 （九州大学大学院工学府） 

「細胞内タンパク質の蛍光レシオイメージングを指向した 
新規標識法の構築」 

栗崎 弘輔 （触媒化成工業株式会社・職員） 
「陸域縞状炭酸塩堆積物を用いた人為的環境変化の復元に関する研究」 
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2008 年度 (平成 20 年度) 

韓 暁明 （九州大学大学院システム生命科学府） 
「細胞内リン酸化シグナルを網羅的に解析できるペプチドアレイの開発」 

本夛 加菜子 （近畿大学大学院産業技術研究科） 
「金微粒子を利用するセンシングナノ構造体の研究」 

井上 淳司 （九州大学大学院工学府） 
「キャピラリー電気泳動法を用いる新規生体分子分析法の開発」 

張 瑞琪 （九州大学大学院工学府） 
「磁気ビーズを利用するフローイムノアッセイ法の開発とそ

の多成分同時計測への応用」 
2009 年度 (平成 21 年度) 

田中 真由美 （矢部川電気工業株式会社、九州大学大学院工学府） 
「表面プラズモン共鳴センサによる迅速・高感度フローイ

ムノアッセイ法の開発」 
Sameh Abdel-Raouf Ahmed （長崎大学大学院医歯薬学総合研究科） 

「Selective determination of quinones in biological and environmental 
samples by HPLC with photo-induced chemiluminescence detection」 

山崎 信哉 （九州大学理学府） 
「バクテリアルシフェラーゼ発光系に対する疎水性分子の作

用機構の解明」 
2010 年度 (平成 22 年度) 

戸井田 力 （九州大学大学院システム生命科学府） 
「リン酸化酵素活性の計測プローブおよび、癌細胞の特異的

イメージング技術の開発」 
牧 知治 （九州大学大学院工学府） 

「ペリレン骨核を基盤としたヒドロキシラジカル計測用蛍光プローブの開

発」 
三次 百合香 （九州大学大学院薬学府） 

「D-セリンおよび D-アラニンの二次元 HPLC 同時分析法開発と哺乳類体内

含有量制御機構の解析」 
2011 年度 (平成 23 年度) 

坂口 洋平（福岡大学大学院薬学研究科） 
「フルオラス化学を基盤とする分離指向性誘導体化 LC 法の開発」 

宋 雪旦（九州大学大学院理学府） 
「プロトン性イオン液体の液体構造−物性相関に関する分析科学的研究」 

江藤 真由美（九州大学大学院理学府） 

「アルミニウムイオンとポリアクリル酸間の相互作用」 
吉永 尚生（九州大学大学院工学府） 

「原子間力顕微鏡を用いた遺伝子一塩基変異の新規検出法に関する研究」 
松井 大宜（九州大学大学院工学府） 

「ガスクロマトグラフィー/多光子イオン化/飛行時間型質量分析法を用いる

ポリ塩化ビフェニルの分析」 
2012 年度 (平成 24 年度) 

岩瀬 元希 （福岡大学大学院理学研究科） 
「アニオン性リン化合物を用いる新規リンドープ酸化チタン合成と

各種分析法による機能解明」 
郭 帥 （九州大学大学院工学府） 

「コンパクトディスク型マイクロチップを用いるポンプフリーな

迅速フローイムノアッセイ法の開発」 
唐川 幸聖 （九州大学大学院薬学府） 

「哺乳類における D-アラニンの由来及び生理機能解析とキラルアミノ酸

簡易迅速分析法の開発」 
那仁 高娃 （九州大学大学院理学府） 

「シリカの生物沈殿における孤立金属イオンの役割に関する

環境分析化学的研究」 
2013 年度 (平成 25 年度) 

伊藤 華苗 （福岡大学大学院理学研究科） 
「メソ空間における水および水溶液の熱的性質、構造とダイミクス」 

川本 大祐 （九州大学大学院理学府） 
「X 線吸収分光法と 197Au Mössbauer 分光法を組み合わせた担持 Au 触媒

の状態分析法の構築とその応用」 
サレンチチグ （九州大学大学院理学府） 

「Analytical application of solid phase to micro and speciation analysis 
(微量分析およびスペシエーション分析への固相の応用)」 

冨田 健太郎 （九州大学大学院総合理工学府） 
「金ナノ粒子の蛍光を利用した新規硫酸イオン検出法の開発」 

二村 朱香 （熊本大学大学院自然科学研究科） 
「大環状化合物修飾 DNA と有機小分子の協同的塩基認識」 

2014 年度 (平成 26 年度) 

劉 蓉 （九州大学大学院工学府） 
「Development of photometric and fluorometric detectors assembled 
with an organic light emitting diode and an organic thin film based 
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発」 
三次 百合香 （九州大学大学院薬学府） 

「D-セリンおよび D-アラニンの二次元 HPLC 同時分析法開発と哺乳類体内

含有量制御機構の解析」 
2011 年度 (平成 23 年度) 

坂口 洋平（福岡大学大学院薬学研究科） 
「フルオラス化学を基盤とする分離指向性誘導体化 LC 法の開発」 

宋 雪旦（九州大学大学院理学府） 
「プロトン性イオン液体の液体構造−物性相関に関する分析科学的研究」 

江藤 真由美（九州大学大学院理学府） 

「アルミニウムイオンとポリアクリル酸間の相互作用」 
吉永 尚生（九州大学大学院工学府） 

「原子間力顕微鏡を用いた遺伝子一塩基変異の新規検出法に関する研究」 
松井 大宜（九州大学大学院工学府） 

「ガスクロマトグラフィー/多光子イオン化/飛行時間型質量分析法を用いる

ポリ塩化ビフェニルの分析」 
2012 年度 (平成 24 年度) 

岩瀬 元希 （福岡大学大学院理学研究科） 
「アニオン性リン化合物を用いる新規リンドープ酸化チタン合成と

各種分析法による機能解明」 
郭 帥 （九州大学大学院工学府） 

「コンパクトディスク型マイクロチップを用いるポンプフリーな

迅速フローイムノアッセイ法の開発」 
唐川 幸聖 （九州大学大学院薬学府） 

「哺乳類における D-アラニンの由来及び生理機能解析とキラルアミノ酸

簡易迅速分析法の開発」 
那仁 高娃 （九州大学大学院理学府） 

「シリカの生物沈殿における孤立金属イオンの役割に関する

環境分析化学的研究」 
2013 年度 (平成 25 年度) 

伊藤 華苗 （福岡大学大学院理学研究科） 
「メソ空間における水および水溶液の熱的性質、構造とダイミクス」 

川本 大祐 （九州大学大学院理学府） 
「X 線吸収分光法と 197Au Mössbauer 分光法を組み合わせた担持 Au 触媒

の状態分析法の構築とその応用」 
サレンチチグ （九州大学大学院理学府） 

「Analytical application of solid phase to micro and speciation analysis 
(微量分析およびスペシエーション分析への固相の応用)」 

冨田 健太郎 （九州大学大学院総合理工学府） 
「金ナノ粒子の蛍光を利用した新規硫酸イオン検出法の開発」 

二村 朱香 （熊本大学大学院自然科学研究科） 
「大環状化合物修飾 DNA と有機小分子の協同的塩基認識」 

2014 年度 (平成 26 年度) 

劉 蓉 （九州大学大学院工学府） 
「Development of photometric and fluorometric detectors assembled 
with an organic light emitting diode and an organic thin film based 
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photodiode and its application on flow analysis」 
前野 真実子 （九電産業㈱環境部分析センター） 

「δ-MnO2 に吸着した Au と Pt 錯陰イオンの化学状態分析」 
曹 汝鴿 （九州大学大学院生物資源環境科学府） 

「The application of diffusion ordered-1H-nuclear magnetic resonance 
spectroscopy to evaluate the food quality」 

2015 年度 (平成 27 年度) 

陳 思婧 （九州大学大学院生物資源環境科学府） 
「High-sensitive detection of advanced glycatedend-products and its 
application for the prevention of pre-diabetic diseases」 

玉嶋 江莉奈 （福岡大学大学院薬学研究科） 
「生体成分分析のための新規前処理技術の開発とその応用」 

古賀 鈴依子 （九州大学大学院薬学府） 
「NMDA 類縁化合物の二次元 HPLC 一斉分析法開発と生体内含量の解析」 

2016 年度 (平成 28 年度) 

石郷 翔人 (九州大学大学院薬学研究院) 
「重塩酸加水分解・二次元 HPLC-MS/MS を用いるタンパク質中の微量 
D-アミノ酸残基分析法開発」  

清川 恵奈 (福岡大学大学院薬学研究科) 
「フルオラス相互作用を利用した生体内リン酸化合物の高選択的分析法の

開発と応用」  
Mahmoud Hamed El-Maghrabey (長崎大学大学院医歯薬学総合研究科) 

「Development and validation of new analytical methods for clinically 
important aldehydes」  

郭 建 (九州大学大学院農学研究院)  
「 Evaluating the Reduced Hydrophobic Taste Sensor Response of 
Dipeptides by Theasinensin A by Using NMR and Quantum Mechanical 
Analyses」 

川越 亮介 (九州大学大学院薬学研究院) 
「生理活性イオウ種の蛍光センシング研究」  

登 貴信 (九州大学大学院工学研究院) 
「新規プロテインキナーゼ活性検出分子システムの開発」  

宮尾 寛樹 (九州工業大学大学院情報工学研究院) 
「高感度イムノセンシング系の構築を指向した固相基板上への

抗体固定化技術の開発」  
 

九州分析化学ポスター賞

2006 年度 (平成 18 年度) 

今林 久乃 （北九大国際環境）・三浦 篤士 （大分大工）・畑江 久美 （九大院理）・

内田 訓彰 （九大院理） 
2007 年度 (平成 19 年度) 

秋本 裕 （九大院理）・朝見 陽次 （九大院工）・原 祥太 （九大院理）・吉里 香織 （福

大院薬） 
2008 年度 (平成 20 年度) 

中尾 武史 （九大院理）・石田 成 （福大院理）・田中 大策 （福大院理）・牧 知治 （九

大院工）・九島 充幸 （県立広島大）・片江 等 （九大院総理工） 
2009 年度 (平成 21 年度) 

勝山 ゆか （九大院理）・井上 竜一 （福大院薬）・北崎 博太郎 （九大院工）・伊藤 華
苗 （福大院理）・石田 成 （福大院理） 
2010 年度 (平成 22 年度) 

橋本 裕輝（福大院薬）・ユ ジョンテ （九大院工）・船津 貴洋 （北九州高専）・三谷 
俊介 （九大院理）・長尾 亜都紗 （九工大院情報工）・上元 純平 （九大院工） 
2011 年度 (平成 23 年度) 

多賀 優美 （九大院工）・岩瀬 元希 （福大院理）・川本 大祐 （九大院理）・高嶋 一
平 （九大院薬）・安部 優貴 （九工大院情報工） 
2012 年度 (平成 24 年度) 

増永 幸 （九大院理）・黒木 翔 （九大院理）・二村 朱香 （熊大院自然）・ユ ジョン

テ （九大院工）・野口 広貴 （熊大院自然） 
2013 年度 (平成 25 年度) 

梶山 祥太 （九大院理）・寺田 侑平 （九大院工）・池田 知弘 （九工大院情報工）・

川越 亮介 （九大院薬） 
2014 年度 (平成 26 年度) 

福澤 将史 （九大院工）・江崎 有吾 （九工大院工）・村重 賢 （九大院理）・相川 知
和 （九大院農）・壹岐 彩香 （熊本大院自然） 
2015 年度 (平成 27 年度) 

兜坂 健太 （九大院シス生命）・青木 開 （九大院総理工）・清弘 麻佑 （北九州高専）・

野﨑 晃広 （熊本大院自然）・奥田 浩史 （北九大院国際環境） 
2016 年度 (平成 28 年度) 

井上 広太郎 （熊大院自然）・駒林 玄軌 （九大院農）・高田 雄介 （九大院薬）・野

口 栞 （熊大院自然） 
 

九州分析化学若手賞 ポスター賞
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photodiode and its application on flow analysis」 
前野 真実子 （九電産業㈱環境部分析センター） 

「δ-MnO2 に吸着した Au と Pt 錯陰イオンの化学状態分析」 
曹 汝鴿 （九州大学大学院生物資源環境科学府） 

「The application of diffusion ordered-1H-nuclear magnetic resonance 
spectroscopy to evaluate the food quality」 

2015 年度 (平成 27 年度) 

陳 思婧 （九州大学大学院生物資源環境科学府） 
「High-sensitive detection of advanced glycatedend-products and its 
application for the prevention of pre-diabetic diseases」 

玉嶋 江莉奈 （福岡大学大学院薬学研究科） 
「生体成分分析のための新規前処理技術の開発とその応用」 

古賀 鈴依子 （九州大学大学院薬学府） 
「NMDA 類縁化合物の二次元 HPLC 一斉分析法開発と生体内含量の解析」 

2016 年度 (平成 28 年度) 

石郷 翔人 (九州大学大学院薬学研究院) 
「重塩酸加水分解・二次元 HPLC-MS/MS を用いるタンパク質中の微量 
D-アミノ酸残基分析法開発」  

清川 恵奈 (福岡大学大学院薬学研究科) 
「フルオラス相互作用を利用した生体内リン酸化合物の高選択的分析法の

開発と応用」  
Mahmoud Hamed El-Maghrabey (長崎大学大学院医歯薬学総合研究科) 

「Development and validation of new analytical methods for clinically 
important aldehydes」  

郭 建 (九州大学大学院農学研究院)  
「 Evaluating the Reduced Hydrophobic Taste Sensor Response of 
Dipeptides by Theasinensin A by Using NMR and Quantum Mechanical 
Analyses」 

川越 亮介 (九州大学大学院薬学研究院) 
「生理活性イオウ種の蛍光センシング研究」  

登 貴信 (九州大学大学院工学研究院) 
「新規プロテインキナーゼ活性検出分子システムの開発」  

宮尾 寛樹 (九州工業大学大学院情報工学研究院) 
「高感度イムノセンシング系の構築を指向した固相基板上への

抗体固定化技術の開発」  
 

九州分析化学ポスター賞

2006 年度 (平成 18 年度) 

今林 久乃 （北九大国際環境）・三浦 篤士 （大分大工）・畑江 久美 （九大院理）・

内田 訓彰 （九大院理） 
2007 年度 (平成 19 年度) 

秋本 裕 （九大院理）・朝見 陽次 （九大院工）・原 祥太 （九大院理）・吉里 香織 （福

大院薬） 
2008 年度 (平成 20 年度) 

中尾 武史 （九大院理）・石田 成 （福大院理）・田中 大策 （福大院理）・牧 知治 （九

大院工）・九島 充幸 （県立広島大）・片江 等 （九大院総理工） 
2009 年度 (平成 21 年度) 

勝山 ゆか （九大院理）・井上 竜一 （福大院薬）・北崎 博太郎 （九大院工）・伊藤 華
苗 （福大院理）・石田 成 （福大院理） 
2010 年度 (平成 22 年度) 

橋本 裕輝（福大院薬）・ユ ジョンテ （九大院工）・船津 貴洋 （北九州高専）・三谷 
俊介 （九大院理）・長尾 亜都紗 （九工大院情報工）・上元 純平 （九大院工） 
2011 年度 (平成 23 年度) 

多賀 優美 （九大院工）・岩瀬 元希 （福大院理）・川本 大祐 （九大院理）・高嶋 一
平 （九大院薬）・安部 優貴 （九工大院情報工） 
2012 年度 (平成 24 年度) 

増永 幸 （九大院理）・黒木 翔 （九大院理）・二村 朱香 （熊大院自然）・ユ ジョン

テ （九大院工）・野口 広貴 （熊大院自然） 
2013 年度 (平成 25 年度) 

梶山 祥太 （九大院理）・寺田 侑平 （九大院工）・池田 知弘 （九工大院情報工）・

川越 亮介 （九大院薬） 
2014 年度 (平成 26 年度) 

福澤 将史 （九大院工）・江崎 有吾 （九工大院工）・村重 賢 （九大院理）・相川 知
和 （九大院農）・壹岐 彩香 （熊本大院自然） 
2015 年度 (平成 27 年度) 

兜坂 健太 （九大院シス生命）・青木 開 （九大院総理工）・清弘 麻佑 （北九州高専）・

野﨑 晃広 （熊本大院自然）・奥田 浩史 （北九大院国際環境） 
2016 年度 (平成 28 年度) 

井上 広太郎 （熊大院自然）・駒林 玄軌 （九大院農）・高田 雄介 （九大院薬）・野

口 栞 （熊大院自然） 
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2007 年度 (平成 19 年度) 

曽根 弘昭 （北大院環）・和田 照秀 （北大院理）・小松 聡子 （九大院工）・香川 慎

二郎 （九大院農）・宮原 佳子 （九大院農）・田中 貴昭 （九大院薬）・三次 百合香

（九大院薬）

2008 年度 (平成 20 年度) 

松岡 結 （福大院薬）・中村 剛 （大分大院工）・是松 沙稚子 （九大院農）・東元 恵

佑 （九大院工）・大賀 晃 （九大院システム生命）・武藤 洋 （宮崎大院工）・大隈 夕

紀子 （九大院工学）

2009 年度 (平成 21 年度) 

田中 達也 （北大院工）・廣田 和敏 （熊本大院自然）・三次 百合香（九州大院薬）・

上野 恭子 （九州大院薬）・山本 千尋 （佐賀大院工）・川上 優芽 （九州大理）・鹿

田 潤平 （宮崎大院工）・前田 香織 （宮崎大院工）

2010 年度 (平成 22 年度) 

上野 恭子 九大院薬 ・大山 翼 九大院薬 ・竹下 龍次（福岡大薬）・近藤 和也（九

大院生資環）・藤 麻衣子 九大院生資環 ・亀田 真吾 九大院工 ・大浦 慶 （九大

院工）・齊藤 寛孝 九大院工 ・藤村 恒児 福岡大理 ・倉本 宏之 九大院理 ・甲

斐 さつき 九大理

2011 年度 (平成 23 年度) 

村岡 景太 （北大院総合化学）・多田 貴則 （北大院総合化学）・山隈 龍馬 （佐賀大

院工）・後藤 しおり （福岡大薬）・川並 洋司 （九大院理）・千原 光貴 （長崎大院

医歯薬）・渕上 由貴 （長崎大院医歯薬）・小西 涼子 （九大薬）・伊藤 悠輔（九大院

薬）

2012 年度 (平成 24 年度) 

須山 晶 （九大院農）・山本 千裕 （九工大院情報工）・大西 佐和 宮崎大院工 ・清

川 恵奈 福岡大薬 ・馬場 雅子 長崎大学院医歯薬 ・井龍 美由紀 九大院理 ・甲

斐 さつき 九大院理 ・中内 佑亮 九大院薬

2013 年度 (平成 25 年度) 

上田 祐生 （佐賀大院工）・齋藤 賢吾 （九大院総理工）・堤 亮輔 （九大院工）・中

村 惟孝 （熊本大院自然）・山崎 孝幸 （熊本大院自然）・玉嶋 江莉奈 （福岡大薬）・

大坪 裕紀 （九大院システム生命）・登 貴信 （九大院工）・関谷 潤 （北大院総化）・

鬼ヶ原 弘久 （九大院薬）

2014 年度 (平成 26 年度) 

秋山 紗綾香 （九大院農）・上田 祐生・（佐賀大院工）・西 彩里 九工大院情報工）・

薬師寺 寿世 （福大薬）・彌永 輝 （熊大院自然）・近藤 敦典 （九大院総合理工）・

石郷 翔人 （九大院薬）・ （九大院システム生命）

2015 年度 (平成 27 年度) 

俵口 真衣 （九大院農）・平崎 直人 （九大院農）・城市 大勢 （九大院工）・才津 裕

子 （九大院薬）・佐藤 裕 （九大院薬）・角地 優子（北見工業大学院工）・西山 寛華

（熊大院自然）

2016 年度 (平成 28 年度) 

吉田 理紗 （九大院農）・黒木 由紀 （福大薬）・平尾 麻子 （九大院農）・相原 希美

（長崎大院医歯薬総合）・植木 健治（九大院薬）・井本 ゆりか （熊大先端）・坂本 龍

太 （九工大院工）
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2007 年度 (平成 19 年度) 

曽根 弘昭 （北大院環）・和田 照秀 （北大院理）・小松 聡子 （九大院工）・香川 慎

二郎 （九大院農）・宮原 佳子 （九大院農）・田中 貴昭 （九大院薬）・三次 百合香

（九大院薬）

2008 年度 (平成 20 年度) 

松岡 結 （福大院薬）・中村 剛 （大分大院工）・是松 沙稚子 （九大院農）・東元 恵

佑 （九大院工）・大賀 晃 （九大院システム生命）・武藤 洋 （宮崎大院工）・大隈 夕

紀子 （九大院工学）

2009 年度 (平成 21 年度) 

田中 達也 （北大院工）・廣田 和敏 （熊本大院自然）・三次 百合香（九州大院薬）・

上野 恭子 （九州大院薬）・山本 千尋 （佐賀大院工）・川上 優芽 （九州大理）・鹿

田 潤平 （宮崎大院工）・前田 香織 （宮崎大院工）

2010 年度 (平成 22 年度) 

上野 恭子 九大院薬 ・大山 翼 九大院薬 ・竹下 龍次（福岡大薬）・近藤 和也（九

大院生資環）・藤 麻衣子 九大院生資環 ・亀田 真吾 九大院工 ・大浦 慶 （九大

院工）・齊藤 寛孝 九大院工 ・藤村 恒児 福岡大理 ・倉本 宏之 九大院理 ・甲

斐 さつき 九大理

2011 年度 (平成 23 年度) 

村岡 景太 （北大院総合化学）・多田 貴則 （北大院総合化学）・山隈 龍馬 （佐賀大

院工）・後藤 しおり （福岡大薬）・川並 洋司 （九大院理）・千原 光貴 （長崎大院

医歯薬）・渕上 由貴 （長崎大院医歯薬）・小西 涼子 （九大薬）・伊藤 悠輔（九大院

薬）

2012 年度 (平成 24 年度) 

須山 晶 （九大院農）・山本 千裕 （九工大院情報工）・大西 佐和 宮崎大院工 ・清

川 恵奈 福岡大薬 ・馬場 雅子 長崎大学院医歯薬 ・井龍 美由紀 九大院理 ・甲

斐 さつき 九大院理 ・中内 佑亮 九大院薬

2013 年度 (平成 25 年度) 

上田 祐生 （佐賀大院工）・齋藤 賢吾 （九大院総理工）・堤 亮輔 （九大院工）・中

村 惟孝 （熊本大院自然）・山崎 孝幸 （熊本大院自然）・玉嶋 江莉奈 （福岡大薬）・

大坪 裕紀 （九大院システム生命）・登 貴信 （九大院工）・関谷 潤 （北大院総化）・

鬼ヶ原 弘久 （九大院薬）

2014 年度 (平成 26 年度) 

秋山 紗綾香 （九大院農）・上田 祐生・（佐賀大院工）・西 彩里 九工大院情報工）・

薬師寺 寿世 （福大薬）・彌永 輝 （熊大院自然）・近藤 敦典 （九大院総合理工）・

石郷 翔人 （九大院薬）・ （九大院システム生命）

2015 年度 (平成 27 年度) 

俵口 真衣 （九大院農）・平崎 直人 （九大院農）・城市 大勢 （九大院工）・才津 裕

子 （九大院薬）・佐藤 裕 （九大院薬）・角地 優子（北見工業大学院工）・西山 寛華

（熊大院自然）

2016 年度 (平成 28 年度) 

吉田 理紗 （九大院農）・黒木 由紀 （福大薬）・平尾 麻子 （九大院農）・相原 希美

（長崎大院医歯薬総合）・植木 健治（九大院薬）・井本 ゆりか （熊大先端）・坂本 龍

太 （九工大院工）
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